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す
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わ
：ぢ
定
期
金
購
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1
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強
先
り
だ
:1
.
た
，と 

い
う
顏
ば
解
す
べ
き
：で̂
る
タ
？
そ
れ
ば0
丄
I
ベ
，
ッ
グ
市
民
の
致
富
が- 

応
の
段
階
に
到
達
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

レ
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ト
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围
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ク
市
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い
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大
き
な
勢
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と
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っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
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一
四
世
紀
七
、
八
〇
年
代
に
お
い 

て
は
，

レ
ン
ト
ナI
も
■パ
ト
リ
チ
アI
ト

©

裕
商
人
も
す
ベ
て
一
体
を
な
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も
の
で
あ
-?
て
、
舸
ら
か
身
殳̂

に
^

趴
さ
れ
る
^

㈣

の
^

^

で

は

な

か

っ
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の
で
あ
る
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こ
れ
を
要
；̂
る
に
ー
四
世
紀
後
半
の
リ
ん
丨
ぺ
ッ
ク
.市
会
の
構
成
は
.、
商
業 

貿
易
に
よ
-?
て
富
を
累4

た
商
人
に
よ
っ.て
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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故
関
係
に
よ
.っ
て
市
#

議
員
に
選
ば
れ
るC
と
が
容
易
.に
.な
る
と
い
う
こ
と
は 

あ
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
が
：議
員
た
•る
た
：め
の
不
可
欠
の
条
件
で
は
な
か
っ 

た
。
：
彼
ら
の
個
人
的̂M

の
.如
何
、
賺
的
成
功
の
如
何
が
、
市
会
に
新
た
に 

参
加
し
得
る
た
め
の
規
準
と
な
っ
.た
の

で

あ
る
。
市
会
に
は
こ
の
■商
人
が
選
出 

さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

レ
ン
ト
ナ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
市
会
讓
員
の
間
に
定
期 

金
！

者
も
い
た.が
、：
、そ
れ
は
公
務
の
た
め
に
商
人
と
し
て
の
‘枉
動
を
制
約
さ 

れ
た
が
た
め
.に
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
て
、
そ
：の
定
期
金
購
入
も
結
局
は
営
利
的 

濟
の
一
環
た
る
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
：た
の
で
あ
る
.。
し
た
が
っ
て
リ
う

—

ベ 

ッ
ク
市
民
社
会
の
内
部
に
、
レ
.ン
ト
ナ
ー
.と
い
う
全
体
か
ら
隔
絶
し
た
集11
!
が 

形
成
さ
れ
て
、
社
会
的
経
済
的
政
治
的
硬
直
現
象
を
生
.み
だ
し
、
こ
れ
が
一
三 

八
四
年
の
暴
動
の
原
因
と
な
つ
た
と
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に

^

服
し
が
た
い
。

へ
暴
動
ぬ
基
因
に
っ
い
て
は
ヽ
：
謀
叛
者
の
抱
い
た
亦
満
や
儈
恶
を
具
^
^
に
検
討 

ン
す
る
ゼ
，と%;
に
:>
>

^

1

渚̂
や
追
随
者
の
挫
将
，
彼
6

の
社
会
的
地
位
等
を
事
実

： 

g

係
に
即
し
て
十
分
に
考
察
し
な
け
れ
ば
、

こ
れ
を
明
確
に
把
握
し
た
こ
と
に
，
 

は
な
ら
な
い
。

こ
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は
後
考
に
俟
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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三
農
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済.の
：再
生
產
：

:

■'
: 

四

農

業

経

：営
：の
集
約
化
.と
農
民
層
分
解
の
形
態 

五
'

む
/
す

び

へ

——

農
民
層
分
解
の
：段
階
的
意
義
：の
相
違
と
：
- 

'

農
民
層
内
部
の
矛
盾I

:
 

■

ま
え
が
き——

分
析
視
角. 

.

■

;

.

.
，
. 

' へ
 

' 

-

' 

.
■
, 

'
.
.
.
.
.
.
'

普
資
本
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段
階
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て
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層
分
解
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め
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れ
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と
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わ
れ
て
：い
る
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ゆ
る
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「

中農標乃至

「

處肥大化

1-
論
は
、
こ
； 

の
跳
占
資
本
主
義
段
階
に
：お
け
る
農

f

分
解
办
歪
曲
化
現
象
を
指
摘
し
た
も 

の
に
ほ
か
：な
ら
な
い
が
、

'
i
れ
を
.め
ぐ
ゥr,
:賛
否gi

:

の
論
■
が
展
開
さ
れ
て
.：

い
^
こ

と
.

ほ
周
知
の
如
.く
で

あ
る
。
だ
が
、

「

中
農
肥
大
化
論1 _

が「

農
民
層
の 

両
極
分
解
と
い
う
基
本
法
則
の
否
定

」

で

は

な

ぐ

；、：「

法
I

現
象
す
る」

i

 

の
歪
み
を
問
題
に
し
、

「

独
占
資
本
段
階
で
は
農
民
分
解
は
歪
め
ら
れ
て
貫
徹
す 

る」

と
い
う
こ
と
冬
い
わ
ん
と
し
で
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
農
肥
大
化 

か
両
極
分
解
が
：、.ど
い
：う
問
醫
起
は
問
題
の
立
て
方
に
お
い
て
不
適
当
で
あ 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
出
し
方
で
は
現
段

.' 

階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
：の
'形
態
の
歪
み
の
意
味
で
は
な
く
、

「

農
民
層
の
両
極 

分
解
と
.，.
V 

3基
本
法
Ml」

そ
.の
も
の
，の̂

否
が
間
わ
れ
て..い
る
か
' の
よ
う
に
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.ら
れ
が
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だ...
か
ら
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あ
る
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し
が
し
、.現
段
階
：に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
中
心
的
論
.点
は
.'そ
の
よ
う
な
.

-I
-
'基

本

簾」

..の
存
否
に
で
は
な
く
、

「

中
農
肥
大f

双
#
を
_
1̂

に
理
解
す 

べ
舍
か
に
あ
り
、

「

中
農
肥1

'
七
い
：わ
れ
る
独
占
資
本
主
義
段
階
に
：お

け

る

.

:農
民
層
分
解
の.歪
曲
化
現
象
か
も
\
た
.だ
ち
に
流
弹
過
程
を
通
じ
て
の
独
古
資

.本
対
農S

般
と
の
妹
立
と
.し
て
つ
か
ん
で
い
い
か
ど
う
か
と
い
ふ
隱
に
あ 

る
の
で
あ
か
。
：
つ
：ま
り
、
農
民
層
内
部
め
矛
盾
を
単
な
る
：

I
f従

需
S
从
関
係

」
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乇
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農
傷
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部
办
矛
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#
立
'
: 

撕
介
と
^

る
益
と
汝
免
遍
通
分
酿
激
程
五
の
矛
盾

」
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:
篇

消

し
.て
レ
ま
-マ
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:
'.
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て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
あ
る
の
で
あ
る
。

■'
.
.一
本
稿
は
：こ
：

.の
_
4
\だ
分
^

角̂
か
_

跃
県
調
訪
市
湖
南
地
.区
真
志
野
集
落
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'''

を
に
と
ヴ
、農民

1

^
解
が
具
体
的
に
ど0
よ
3

に
お
こ
な
わ
れ
て
^
る.'
''.

:

か
、
そ
し

v

そ
O'
分
解
办
形
態
に
規
宠
さ
れ
で
農
民
層
内
部
の

.矛
盾
が
ど
：の
よ
.1. 

う
に
.あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
.
こ
の

■ 

分
析
を
通
じ
：て
、
日
本

£
:げ
る
農
！
®

^
解
の
現
段
階®

義
に
つ
い
：：て
：言
.'
', r 

及
し
て
み.た
い
と
思
う
，
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'石
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貞
雄
-'
農
民
分
解
論
の
若
千̂
問
題
^

今
土
服
制
度
史
学̂

第
今
^

号
、

.五
七
頁
、
及
び
：

f

辱
稲
田
太
学
新
聞1

、

七
-a
.九
夸
の：

石
.渡
氏
の
論
文
参 

、
照
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そ
0
意
味
に
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佐
て>
:石
渡
氏
惑
刖
掲̂
土

地

制

：度

：史

：
学

』
：
，
第2
 

: 

論
考
に
お
い
て「

不
用
意
な
表
现•
.概
念
を
つ
か
っ
て
し
ま
っ.*
:」

た
め
に 

.「

肝
腎
な
問
題
へ
の
接
近
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
も
な
-っ
た
し
、
ま
た
私
の 

い
わ
ん
と
す
る
論
点
，に
対
し
.て
も
誤
解
を
生
む
こ

と

と

も
な
- ?

た」

と
し
て
：

:

:

.自
己
批
判
さ
れ
、.氏
.の
.紙
來
用
：い.
-て
.い
た
.「

表
現
'
,
.概
念
に
討
11
£
.
.
.
1-
を
.加
.ぇ
一 

ら
れ
た
こ
.と
味
、
'問
鶴
の
前
進
の
た
め
に
極
め.て
有
意
義
で
あ
っ
た0'

(

3

0

.

.

.

『

早
稲
田
大
学
新
附』

七
七
九
免
の
石
渡
論
文
。
：
.：：
べ̂

:
-
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■
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石
渡
氏
は
：

「

農
民
が
独
古
資
本
と
の
矛
盾

V

対
凌
を
輿
に
岡
い
う
る
の'

.は
、
農
民
階
腐
問
の
矛
腐.
対
立
を
跛
介
と
し
て'で
な
け
れ
ば
で
き
な
ぃ

」

.
，
：
■

と
い
う
、

「

こ
の
考
え
は
、
数
年
前
、
米
日
独
占
資
本
に
対
し
農
民
が
真
に
：：岡 

う
た
-め
に
は
、
、
米
日
独
占
資
本
の
ッ
ィ
タ
/-
に
•な
っ
て
い
る
封
趙
制
と
闘
う 

.

こ
と
に
よ
-?
て
可
能
な
の
だ
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
串
ざ
し
論
の
ニ
#
煎
じ
で

■'
-
ー
し
が
な
い̂

宕

漉
-

前
掲
論
文

“ヽ

土
地
制
度
史
学
そ
第̂

号̂
五
八
頁)

、と
. 

： :

VV
ね
れ
各
が
、

.；

農
.民
層
内
部
の
矛
盾
：
，'対
立
：を
媒
介
ぢ
し
て
独
占
資
本
と
農
：

:

い
民
办
対
立&;
ヴ
扣
^

と
'レ

う

こ

：と
：
は

、
，
か

0
;
.て

の.「

串

ざ

し.論

の

ニ#
煎

じj 

:■
::
-
'
,と
：
は
：
い
へ
い

.

.が
^

い
.。

：
か'0
.
て

め
 

で
あ
っ
た
か
ら
誤
り 

な
.の
で
は
な
く
、
最
初
に
、
あ
る
い
.は
.直
接
的
に
屯
に
さ
さ
れ
る
べ
き
も
の 

を
い
わ
ゆ
る「

封
建
制」

と
認
識
し
た
と'こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
'な
の 

.

.で
は
な
か
ろ
う
か
。

:

.

'
一|
|

-
象̂
集
落
を
め<^
る

諸

条

件

と

ー

：

ノ 
：： 

へ
：
：;':
:'
,農
地
改
革
前
衡
の
地
主
小
作
関
俸
^

,

;
'.

湖
南
地

M

ぼ
.pff
i
l
©年
諷
訪
帘
に
合
併
:̂
れ
る
ま
え
は
湖
南
村
と
称
し
、
： 

南
北
真
志
野
、
_
_辺
、':
大
熊
、
へ
と
：い
う
四
？

.'0
菜

ど

、'.
'後
山
、
板
沢
、
椚
平 

と
い
う
三
つ
の
新
田
村
と
の
七
ヵ
村
か
ら
な
っ
て
お
り
、
柬
は

$

村(

現
在 

誠
：訪
市
中
州
地-5
、
南
は
中
州
村|の
1
部
宮
川
村
、
上
伊
那
郡
瓮
輸
町
と
山
脈 

に
よ
っ
て
換
し
、
'
:西
は
：上#
那
郡
朝
日
村
及
び
豊

s

村 
'

(

現
在
歌
訪
市
豊
田
埤 

区)
と
山
脈.で
相
連
：な
り
、
北
：は
豊
田
村
と
擊
し
て

.い
る
。
県
道
岡
谷
丨
茅
野 

線
が
|1
|
脈
：に
沿>
て
湖
南
地
区
の
中
央
を
貨
い
て
お
り

|

に
人
家
が
密
集
し
， 

て
.い
る
。.地
勢
将
山
脈
に
よ
.？
てH

つ
に
分
け
ら
れ
、
北
.は
概
ね
平
姐
地
域
で 

あ
っ
て
水m
園
が
拓
げ
地
味
肥
沃
で
あ
る
。
南
は
山
林
池
帶
で
山
間
.に
傲
か
に

〔第 1表〕 昭和 20 年 1 1 月 2 3 日現在における湖南村農地両费

> \ 田 畑
田

. ; ......
畑 計

比 . !
j

王 所 、 計
所 有  
水田#ミ m 畑

在 村 地
町

194,5101
町：

119.9326
町

314,4427 80.5% 61，辟 S & 74,8%

不
在
地
主

隣接町村地生

その他のもの

/ \ 、.ゾ計.

21.3102

14.6727

35.9829

32.7502

7.7102

41.4604

54.0604

22.3829

76.4508

13.8 

5.7

19.8

38,9

63.0

42.1

9.5

6.0

15.5

20.4

25.2

合
. . .

計 •230.5000 160.4000 390.9000 100% 60.5% 100% 100%

出 所 _ 訪市湖南支所『重要報告綴』X り。

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し 

:
て
、〔

第
2
表〕

の
如
く
、
在
村 

:地
主
の
所
有
地
の
約
七0

%
が
"

..

.自
作
地
.で
あ
ャ
た
の
だ
か.ら
、 

多
分
に
耕
作
地
主
的
性
格
の
も 

の
.で
あ
っ
た
と
い
ぅ
と
と
が
で 

き
る
。
：
寄
生
地
主
.と
し
て
大
き 

.な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
個
人
地 

.生
で
.一

一

一
町̂

以
上
.を

^

^

し

た 

の
は
僅
か
にJ

戸
だ
け
で
あ
ク
_ 

た
。
在
村
個
人
地
主
で
土
地
'を 

し
た
も
の
.
一
九
五
戸
の5 

.ち
、
：：
一
七
〇
戸

'

(

八
ニ 

は 

!
五
反
i

の
f

で
、
土
地
解 

..

.放
者
の
大
部
分
が
零
細
な
も
の 

で
あ
っ
た(〔

第
3

表〕

.
参
照
、

ぐ
寺
社
所
有
地
に
つ
ぃ
て
は

〔

第 

4

表〕

参
照)

。

';
.- 

と
こ
ろ
で
、.
農
地
改
#S

、 

昭
和1|

六
年
一
月
現
在
の
自
小 

な
別
田
畑
の
状
观
を
み
る
と'

C

第
5
表〕

の
如
く
で
あ
る
。

■'
. 

,

'*
~*
'
三

(

五
八
七〕

し

，
三
f

 (

後
山
、.
板
沢
.、
；
椚
平)

が
点
花
.し
水
田
は
ぢ
る
が
地
味
は
概
し
て
や 

せ
て
い
る
。
山
脈
が
ら
流
出
す
る
六
づ
の
^

^
、
並
び
に
§

の
申^1
⑽
区
を
，
. 

流
れ
る
宮
川
及
び
鴨
池
，
武
井m 

*新

川

の

諸;|
|

の

改

修

が

昭

和

九

年

に

完

成
 

し
て
灌
漑
そ
の
他
の
便
が
大
い
に
拓
け
ハ
fc
1

。
真
志
野
集
落
は
湖
南
地
区
セ
北
侧

」

.. 

に
位
し
、
行
政
區
と
し.て
は
南
北
両
真
志
野
片
分
れ
て
い
る
が
、
.も
と
も
と
五 

〇
〇
〇
町
步
に
及
ぶ
大
共
有
林
の
地7n
村
と
し
て
旧
湖
南
村
の
中
枢
部
を
な
し
：
 

r

い
た
の
で
あ
り
、.社
i

済
的
分
析
の
た
め
；に
は
両m
ま
®

を
一
つ
の
^

^

■. 

単

位
と
-L
て
と
り
あ
つ
か
ぅ
こ
と
が
：で
き
る
。
.
後

に

山

脈

を

背

負

い

前

方

.'(

東 

北
方)

.に
調
訪
盆
地
を
の
，ぞ
む
傾
斜
地
に
人
家
と
畑
が
混
在
し
、
バ
ス
道
路
岡 

.谷
I

茅
野
線
を
は
さ
ん.で
反
対
侧
の
平
坦
部
が
水
田
と
な
っ.て
い
る
。
そ
の
バ 

ス
道
路
は
豊
田
地
因
で
同
じ
く
バ
ス
道
路
上
諷
訪
丨
辰
野
線
に
接
続
し
て
上
諫

.

 

訪
の
市
街
地
に.通
じ
、
真
志
野
か
ら
、パ
ス
で
約
；一
五
分
で
中
央
本
線
上
調
訪
駅

： 

に
で
ら
れ
る
。

陳
訪
湖
の
対
岸
に
は
片
倉
製
糸
発
祥
の
地
、
天
葡
河
畔
の
岡
谷
河
岸
村
が
あ

:'

り
製
糸
座
業
とft
深
い
繫
り
が
あ
っ
て
日
本
資
本
主
義
発
生
史
研
^

上
興
味
あ 

る
地
帶
で
あ
る.が
、
.戦

前

.に

つ

い

て

：
は

必

要

な

か

ぎ

.り

.で
ふ
れ
る
.に
と
ど
め
、
.

-•
 

農
地
改
革
前
後
の
土
地
所̂

g

の
説
明
か
ら
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。' :
;

. 

::

農
地
改
醫
吼
の
土
地
所
襄
態
を
湖
南
地
区
全
体
に
つ
い
て
み
る
と

.〔

第

： 

1
表〕

.の
如
べ
で
あ
る'°
.
.
'
.
.
.
.-.'.'

■地
、主
層
の
所
有
地
の.八
〇
％
が®

地
主
の
.所
有
地
と
な
っ
て
お
り
、10
⑽

南
村
に
.本
け
る
小
作
地
の
.七
 

一
％
が
ま
た
往
村
地
主
に
ょ
っ
て
貸
付
け
ら
れ
て
‘

 

い
た
.も
の
で
あ
る
。

：

こ
©

こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
,

地
主
の
ゥ
ラ

ー

ト
が
大
き

-
.

ノ
 

.

.■
,

■

.

•

■

■

•

.

 
.

 

.:

.

'■.
'

.
■
農

家

経

済

の

再

生

產

構

造

と

農

民
_

の

分

解

.

：
 

ぐ

-



〔第 5 表〕 昭和 2 6年 1 月自小作地別田畑状況

、、 田
一 畑 耕 : 地 厂 総旃地面 

稹に対す 
:る割合自小作地別内容 く 田 畑 計

自 今次農地故本で売渡を受けたもの
町

72,5223
町

50.0109
町

122.5402 31.0%
作

地

それ以外o もの，、 137.8000 104.0000 241,8000 60.5

210.8223 154,0109 364.3402 91.5

小 売渡保留で現在国有のもの 0,0924 0.9918 1.0912 '  0.3

作 それ以外の残存小作地 20.0120 12.6803 32.6923 8.2

地 ■ :計でフぐン 20.1114 18.6721 33.7905 8.5

自 作 地 小 作 地 合  tl- 230.4407 167.6900 398,1307 100%

昭和 2 6 年 1 月湖南村役場重要書類•重要報告綴より作成。

総
耕
地
の
三 

ー
％
に 

ぁ
た
る
.面
積
が
農
地 

改
革
に
ょ
っ
て
自
作 

地
化
し
た
の
で
、
そ 

れ
以
外
の
.自
作
地
と 

'
合

せ

て

、
，
総

！

面
 

積
の
九 

一;:
'
:
:
•五
％
が

自
作
地
.と
な
っ
て
い
：
 

る
9
じ

た

：
が.っ
て
、
小 

作
地
は
、
昭
和

1

1
0 

年
”

一
月
一
一
三
日
現
， 

在
の
一
四
西
町
七
民 

.
七

畝

か

ら

三
--
:1

町
七 

M

九
畝
.に
減
少
し
、

. 

全
駢
地
！

S

積
の 

ー
0

へ 

%
に
滿
た
な
く
な
っ 

た
の
.で
あ
る
。
：か
く
ハ 

'
て
こ
こ
で
も
、
農
地

改
軍
後
は
土
地
所
有 

の
大
小
は
奮
耕
地 

'の
広
狭
蕾
ぼ_

.

す

る

関

係

と

な

り
、
-

.農
家
経
済
の
■再
生
：産
構
造
と
農
民
層
の
分
解•

-

農
業
に
そ
の
経
済
的
基
礎
を
置
べ
か
ぎ
り
、
農
家
の
経
済
的
内
容
は
経
営
耕
地

面
積
の
広
狹
に
お
つ
て
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て

.い
る
と.い
つ
，
て
い
い
。

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

..

:
 

.

.

.

.

.

 

. 

厂

..

—
(

1〕

■

南

馨

藪

覧』

'昭
和
一
三
年
版
参
照。

■

!
.
: 

(

2;)

- 

rと
.れ
4
.
.つ
h

て
め
後
.に
も
ふ
れ
る
が
、
詳
し
く
は
渡
®
洋
三
氏
の
調
査 

報
告
が
あ
る
.の
'で
.参
照
き
れ
た
い
。

：

渡
.迅
洋
三「

入
会
山
に
関
す
る一

資
料 

: :
■

‘

——

長
野
f

湖
南
村
調
査
報̂

—

1-
東
京
大
学
社
会
科
学
研
次
^

紀

要

.

 

『

社
会
科
学
研
究』

^

9
卷
第
2

号
掲
載
。

:
.

,

へ
。

:'
南
北
真
志
野
集
落
：に'0
-
:い
て
、ブ
昭
和
ニ
ニ
年
、
ニ
九
年
、
三
四
年
の
経
営
耕 

地
広
狹
別
農
家
構
成
の
変
化
を
み
る
と

〔

第
G
表〕

' 
の)

如
く
.で
あ
る
。
.総
農
家 

:
:

の
四
〇
％
ち
か
く
が1
ー
ー
反-
^
^
|営
で
あ
り
、
昭
和
彐
四
年
八
月
現
在
で
い
ぇ 

,

.
ば
、
真
志
.野
に
汰
.ー
町
五
.反
以
.上
を
経
営
す
る
農
家
は.
ー
戸
も
な
い
？
き
わ
め 

.

:て
零
舾
な
農
業
経
営.の
集
落
で
あ
る
こ
と
は'-
'
»こ
れ
に
よ
.つ

で

明

ら

か

で

あ

る. 

'

が
、' ;

一
町
1

経
営
の
農
家
が
全
農
家
の
八
七
％
を
占
め
て
い
る
と
と
か
ら
、

へ： 

'そ
の
全
般
的
な
零
細
性
に
そ
の
特
徴
を
み
い
だ
す
こ
ど
が
で
き
よ
う
。
：
こ
の
よ 

i
う
に
き
わ
め
て
零
細
な
農
業
経
営
の
も
と
で
農
家
経
済
は
：ど
の
.よ
う
に
再
生
産 

,
.
さ

れ

て

い

る

の

：で

あ

ろ

う

か
0

'

';
.

,

.

 
.

■■
:

こ
©

問
題
に
答
え
て
ゆ
く
た
め
、に
、
ま
ず
こ
こ
で
：の
稲
^

|
業
坐
産
カ
水
难
.
'

:
:

を
：み
：て
み
よ
う
。
，南
真
志
野
集
落
に
隣
接
す

2>
-
同
じ
く
湖
南
地
区
の
大
熊
集
落 

.

.

の
篤
農
家
藤
森
平
^li

門
氏
'の
■資
料
に
よ
っ
て
反
当
取
量
！
^
:
の
過
程
を
水
稲

.
一

芄(

五
八
九)

，

〔第2 表〕 昭和 2 0 牢 1 1 月 2 3 日現在における地主別自小作地状況（湖南)

地
自 小 作 地 自 小 作 別 農 地 商 辕

自作地率
小作地総計に対 
十る备小イ乍地の

..割合，主 自作地 小 作 地 計

茌 村 地 主
m  . 

212.2528
町

102.1829
町

314.4427
67.5% 71% 、

不 隣接町村地主 33.8702 20.1902 54.0604 62,7% 13,6%
在
地 そ め m ——, 22.3829 22.3829 —— 15.4

3: 計 33,8702 42.5801 Y6.450B 44.4 29

合 計 246.1300 144,7700 390.9000 63% 100%

出 所 〔第 1 表〕' に同じ。
註ごこで小作地とは，地主が小作に出しでいるどいう意味で贷忖地にほかならない。

- " ...

〔第 3 表〕 農地改革f cよって農地を買収された地主の戸数（湖南）
• .； • '

ヽ^買収された面横別 
• (含物納面横）
区 ベ 、

分 、、、

5 反未満
5 反以上

1 町未満 '

1 町以上 

3 町未満

3 町以上 

5 町芣満
計

個人地主
在村地主 170戸 11戸 13戸 1戸 195

不在地主 179 13 0 0 192

法人団体
在村；{也主 18 2 7 3 30

不在地主 9 2 2 13

厂農地等解放爽辩調査」による。 ハ

. . . . . . .  . . ,. •

. . . . .  . .... .

〔第 4 表〕 寺 社 有 地 （昭和 1 8 年現在)
■ - . . . . .  ■ ..... ■ ' . '

寺 社 1
田 畑 計 備 考

善 光 .. 寺 135:18 220：05 355:23 解 放 地

奄 雲 寺 164:29 268：12 433:11 _ ' .〃、 . . . .

習 焼 社 41:28 83:02 125；00

御頭御社宮司社 36：13 36^13 ” : . .

北方御社宮寺社 33：24 51：02 84:26 ff . . . . .

御 社 蓼 宮 社 20:00 88:13 108:13 //

南方御社宮司社 12:21 35:;19 48:10 " ..



〔* 7 表〕 水楠品镩，苗代,本田肥料及び収量変遲の辦略

その他 
雑 種

そ の 他 L T
雑 —植艇枓袼制

生 人 U

大 豆 粕

本 撒 .大 s 粕

m 粕

m 魚 粕

乾 草

肥 屯 7 7

ル： 尊

料 石 灰

f

下 J1!] 

撒 大 S 粕 
硫 安  
組合配合、 

茁代他 
配合肥料
木 灰

チ ク マ  
ャチコifネ

信交糯3 v  

昭 和 m

f t  ニ.'■—ル j-
L畑 所 代 j

昭和31〜

ぢ在

品

種

乎

代

浅問坊主 

竿生奥州 

早生岛坊主 

毛 M 平集 

渋 京 V•生 

豊後早生 

越後早虫 

叩 州 糯

明治〜
大正3 年顷，

大正4
13平

樣問坊生 睦羽愛,国

’_ :平也 2 0 分

n 後で ^

年生島坊主 関 取 _

女 波 132分

亀路群益

甲 州 糯 ビンクリ榻

ビッグリ糯 太 羽 糯

大正14〜 
昭和14年

陸 愛 2 0 号 
( 2 〜 3年 )

農 林 1 7 号, 
(東北25号)

信交糯3号

昭和糯R

福島精g  
作

昭和15
28年

.チ，ク..マ
( _ 号 )
ャチコガネ
(N 62^y ):
.シノ ロ. if ネ'

(N 81分’）
ギンガ1 号 

信交糂3 号 

昭 和 糯

昭和?9
雛

出所藤淼 •甲•右衛門氏の資料による.,

硫 安 硫 安  
爷 具 N 石 へ 网 N 

過 , 石.化成肥料 
組 合 配 合 過 石  

大 登 粕 塩 加  

微 大 豆 粕 饿 燐 

化成肥料

親 肥 U V ( o m
i \ iワ ラ 雑 種

相

相

：，柏

安

石

合
.料
，
草

：
■ラ
.草
灰

：

^
..
■i?
:
'
.
' 

:
:

配
肥
.
.
フ
 

4

 

大-

、'■合
:食

，
：
.

ヮ

ン
 

;大
撒
魚
硫
過
組

」

配
.乾
生
先
石

安

N

右

加

肥

硫

石

過

塩

：堆

I

—$—

I

-

-
^

—

.

安

石

加

灰

..肥
肥

硫
過
塩
木
下
堆

安
素
右
燐
加
料
肥 

肥成

.

硫

右

，
尿
：
過

济

塩

化

.
堆

灰

肥
M

蛹
.
石
”：

..大 

:

割
V

下
挽
：乾
.過

肥
豆
、蛹

:.
;

:^
.
i

 
ン

害
：
..汾
' 

下

挽
'乾<

>
:

笛

代

肥

枓

安

2:素
孖
憐
料
肥■

巴
.
.

成

硫
：f»
艰
■過
熔
化
推

灰

安
..石加
肥

:

硫
過
塩
推

農

家

経

済
.
の

得

'坐

鹿

榴

造

と

農

民

園

の

分

解

:

一
七
：X

五
.九

：
一

〕

〔第 6 表〕 経 営 耕 地 広 狭 • 別 農 家 權 成
_ _ _ .. .  . .  _ _ _ _ • .

摘
営階層 へ• 3 反 .3 〜 :5 5:〜 7 7 〜10 10 〜12 12痛 15〜 合 計

南 昭和22年 48 21 28 42 4 2 — 145

29年 73 24 34 39 5 2 — 177

実
野 34-年 , 6 7 24 24 38 10 6 ...-—... 169

北 昭和22年 35 ； 36 30 B4 16 3 ' 1 155

| 29年 65 35 34 35 18 3 1 191

数
34年 71 28 32 31 24 6 . — __ 192

9
南. 昭和22年 83 57 .58 76 20 5 1 300.
牝
絡 29年 138 59 68 74 23 5  ̂ 1 368

34年 138 52 56 69 34 12 . . — 861

南 昭和22年 83.1 14.5 19.3 29.0 2.8 1.4 100.1

輿
志. 29年 41.2 13,6 19.2 22.0 2.8 1.1 — 99.9

由 野 34年 39.6 14.2 14.2 22.5 5.9 3.6 . r— 100.0

北 _ 2 2 年 22.6 23.2 : 19.5 21.9 10.3 1.9 0.6 100.0

酶 34,0 18,3 17.8 18.3 9.4 1.6 0.5 99.9

率
野 34牟 37.0 14.6 16.7 16.1 12.5 3.1 'r— 100.0

% 南 昭和22年 27.6 19.0- 19.3 25.3 6.7 , 1.7 0.3 99.9

北
m 29年 37.5 16.0 18.5 20.1 6.3 1-4 ' 0.3 100.1

34年 38.2 14.4 j 15.5 19.1 9.4 3.3 .--■ . 99.9

■:
.
:
:
:
:
:
'

お
品
植
、..：ハ
谊
代
.プ
本
田
肥
料
と
め
関
係
で
示
脊»
:
:

〔

第
<
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ン
の
如
.

く
で
あ
る
•(

そ
の
他
の
賴
作
技
術
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て
は

〔

第

■'
.
.'•
:

8:
-
表r

坎
び
：

〔

第
9:
表
3

参
照)

：。
大
正)1.:

四
年
以
降
反
当
響
が
：,
っ
 

V'
.
:::
;
飛
躐
的
に
増
進
じ
て̂

る
こ
と
;と
作
•
-不
作
の
幅
が
著
し&

縮
.

し
て
.い
る
こ
と
が
ロ
を
ひ
く
。

こ
の
反̂
収
量
：の
■

は
そ
れ
ま 

?>
o
--
:
:で種種故植付けられてい

.：たS
V

に
対
し
、

「

陸
羽
愛
国
一一 

_

--
o

号
h
関
取
陸
羽
。1
三
-1
'
号
に
ほ
と
ん̂

固
定
化
し
た
：こ
と.に

よ

： 

—

■，
る
と
と
が
大
で
あ
る
が
ク
か
か
灰
品
種
ぬ
固
定
化
が
硫
安

、

1

 

勝
な
ど
の
化
学

g

料
導
入
が
量
I

大
に
激
皮
ず
る
た
め
の
耐
肥
他 

■

'.

增
収
品
種
へ
.，の
淘
汰
0
結
果
で
あ
石
こ
/と
は
い
う
ま
で
も
な
い
テ 

34
i

o:

傾
向
が
第
二
.次
大
戦
を
通
じ
て
の
食
糧
増
産
の

緊
急

：：！：

的

に

：

.^ :
:
:へ：
よ
-?
:
て
：|
:層
お
1;
す
す
各
ら
れ
、
>:
く
に
戦
後
農
地
改
革
に
よ
.づ 

29

て
、
以
前
に
は
金
肥
を
思
う
よ
う
に
使
え
.な
か
っ
た
^

^

も
そ 

ス’
：
，の
悩
み.を
ー
应
解
決
ず
る
ご
と
が
で
き
、
従
来
の
-
:
!
!
1
作
農
と
め
農 

:
プ

：
業
生
産
力
：の
差
を
解
消
す
る
と
と
と
な
っ
た
？
か
く

-て

、
.
反

当

四
 

セ

石

取

り

が

，

1

般

的

と

な

り

生

産

力

の

は

収

*

の

一

層
の
安
定 

8.,

性
と
し
で
現
わ.れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
前 

—

::
後
の
本
田
の
み
な
ら
ず
苗
代
に
お
け
厶
過
燐
酸
吞
巧
硫
安
等
、

2 2
:

化
学
肥i

用
の
漸
増
に
は
：じ
ま
り
、

こ
れ
を
土
台
と
し
た
耐
肥 

f

性
増
収
品
種
の
導
入
と
い
う
、

わ

が

国

稲

作

霧

体

系

が

農

民

に 

モ：， .
支
配
的
に•と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
地
改
革
後
の
猫
作 

i

.

生
産
力
水
準
は

1

段

と

高

ま

？
た
の
で
あ
る
。

1

六

(

五
九
〇)



.も
か
し
、
，
こ:^
が
昭
和
一
；
一

八

年

の

ィ

モ

.■チ
病
.に

よ

：
る

大
W

作
：を
契
機
；.と
.
し 

て
、
品
褪
改
良
の
第
ニ
転
換
期
と
：な
る
。
耐
肥
浊
僧
取
品
植
め
決
矩
版
と
考
え

：
. 

ら
れ
て
い
た
農
林
ハ
ー
七
号̂
^
虫

害

防

除

性

い

こ

：と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た 

の
で
あ
る
。
品
種
は
単
に
耐
肥
性
だ
げ
，で
な
く
耐
病
虫
性
を
も
か
ね
そ
な
え
だ

:'
. 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：こ
と
が
要
請
さ
れ
、
：
昭
和
ニ
九
年
か
ら
は
、

/
チ
ク
: 

.
'
.マ
、■•
ヤ
チ
コ
ガ
ネ
、

シ..ロガ
ネ
、
'
ギ
ン
.
.ガ
.一
号
な
.ど
が
農
林
.

I

 

.七
号
に
と
.つ
.
.
'
.
て 

か
わ
っ
て
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。：
こ
れ
が
、
動
力

®

機
の
深
耕
：
. 

に
よ
る
土
壌
の
理
学
的
組
成
の
変
化
に
基
づ
.く
有
効
#

度
の
高
ま
り
と
相
俟
っ. 

て
、農
業
生
産
力
水
準
を
新
段
階
：に
推
進
す
る
と
と
と
な
り

C
〔

第
8

表〕

参
照)

、

. 

平
均
瓦
当
収
量©

.
瓦
石
が
め
ず
ら
し
く
な
く
な.：？
た
の
で
が
る
。
そ
し
て
極'.
.

:

く

霞

(

昭
和
三
二
年)

か
ら
は
ビ

ニ —

ル
畑
苗
代
が
一
部
に
行
な
わ
れV

水
？ 

稲
播
種
期
及
び
田
植
期
が
著
し
く
早
め
ら
れ
る

(
〔

第
9

表〕

参
照)

.
こ

と

に

よ

，
：

つ
て̂

獲

期

が

そ

れ

だ

，け

^

ま
る
か
ら
$

ロ
は
|

、_
JR
獲
期
に
多
い
風
水
害 

か
ら
も
護
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
四
§

の
品
種
改
良
レ
そ
の
固
定
化
、
動 

力
i

機
に
よ
る
深
耕
、

「

'と
い
っ
た
最
近
の
领
作
技
術
体
系
に
お
.い
て
は
.反
当 

収
量
五
^

段
階
に
達
し
よ
ぅ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
0
.
:

こ
の
よ
ぅ
に
、
湖
南
地
区
に
お
け
る
現
在
の
水
稲
反
収
が
極
め

'て
高
い
こ
と
. 

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
如
何
に
水
稲
生
産
力
が
高
く
て
も
、
三

■反

蠢

の
V : 

経
営
が
農
業
経
営
と
丄
て
成
立
し
え
な
い
こ

と
は
.い

ぅ
ま
.で
も
な
いこ
と

で
P 

.
 

り
、
事
爽
こ
れ
ら
の
±
地
耕
作
者
は
土
地
持
^

働
者
と
な
っ
，
て

お

り

、

も

は
.や
. 

嚴
家
と
は
い
え
な
く
な.'
?
て
い
：る
。

-

農
家
集
中
層
と
農

家

経

済

の

再

坐

産
.：

：

3
反
^

の̂
土
地
耕
作
箸
層
を
別
と
ず
れ
ば
、
真
志

■
で
の
農
家
集
中
層
は.
 

:
;五
反
丨r

町
経
営
層
で
あ
る
。
■
こ
の
！
反

—
「

町
層
は
前
掲

〔

第
6
表〕

に
み 

..
ら
れ
る.如
^:
肋g

填
志
野
を
合
せ
た
数
字
で
い
え
ば
、

Is
??
一
一
一
申
に
全 

へ
.農
家
の
四
四.
六
％
で.
.あ
っ
た
が'
ニ
九
年
に
：は

m

八
尖
三
四
年
に
は 

.
三
四
.
六
％
に
減
少
し>'
-
と
',
<
に
、
七
反
丨
|
町
層
は
南
真
志
野
で
も
北
真
志 

野
で
%'
、u

ニ
年
以
降
：
一
：
貧
し
て
農
家
戸
数
が
絶
対
的
に
減
少
し
て
い
る
。
.
こ 

.れ
に
対
し
て
、

一
町
以
上
層
の
農
家
戸
数
及
び
。ハ

I 
.セ
ン
テ

—

ジ
-の
1
±
と
ヨ 

:

反
^

|層
の
。ハ
ー
セ
ン
テ|ジ
の
増
大
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ 

■の
五
反
丨
ー
町
層
と
い
^
当
集
落
で
：の
濃
家
集
中
層
を
農
民
層
分
解
の
基
軸
と 

考
え
れ
ば
、
-:
明
ら
か
に
両
極
分
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き

る

。

し
か
し
、 

.こ
の
分
解
を
古
典
的
な
意
味
に
■お
け
る
分
罈
つ
ま
り
、
，
資
本
制
生
産
髮
発 

生
の
端
緒
た
る.べ
き
-!
歴
史
的
範
疇
と
し
て
：の
小
農

」

の
分
解
と
同.

r

視
す
る 

わ
け
に
は.ゆ
か
な
い。
:
.

'
.
こ
こ
で
の
農
家
集
中
層
た'る
五
反—

一
町
層
は
、.戦
後
に
は
と
く
に
、
千
葉
、 

東
京
方
面
の
：海
苔
問
屋
へ
の̂
ij
ai
^

に
よ
る
農
^

双
入
に
よ
う
.
て
農
業
経
営 

■:
:
の
再
生
産
そ
の
も
の
を
完
結
ざ
：せ
る
と

い

う

と

こ

ろ

に

、そ
の
再
生
産
構
造
の 

特
微
を
も
ヮ
て
い
た
の
で
あ
る
。.
こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
特
質
は
、
.現
在
で
も 

'

と

七

反

—

一..町
層
に
お
い
て
引
き
綺
き
看
取
で
き
る
と

こ

ろ

で
あ
る
。
こ 

.
こ
.ろ

み

に
,^
南
真
志
野
に
，つ
い
て
経
営
醫
別
：に
海
苔
問
屋
へ
の
出
稼
状
況
を 

:

示
せ
^

;〔

第
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表〕

の
如
く
で
あ
る
。
V
;

.. 

'.
 

.. 

H 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

' 

. 

' 

.

• 

,

一
 
九

(

芄
九
三

)

.

農
家
経
済
の
科
生
産
構
造
と
農
民
層
の
殳
双

〔第8 表〕 水稲耕箱法，脱穀調舉法次び取輯期鸾遷9 概咿

収

挫

m

25
... >

• ’. . . . . . . :’ へ ■ _ *

20 ■ . ； : : : .. . . ' V .

10 . . V...

11月1 II _ _ L
. . . て， ..-

25 I I
20 r_ J I 1

10 . .  . し. 1 1
lO Jil B '■ ■ ： ■ ■ , 、■

I  . B

脱 穀 

調 製 . 法

千掛彳T *说万 

勘筇挽典石 

扱逸B 迨遊’

• T-人
)} 力 

衡脱典挽3 t:石扨

极機迸治選機

人. :所抑‘ 
力 力
m n n
栽 ：指 
機缉機

人财カ勒 
.力.力力 
脫5$脱籾

f装選搀機

, 灿 . 仙： 
J j力 
犯 m
■n t? i
機機

. ' . . . . . . . .  . . . .

■ . .  /  . '

耕 転 法
' , . .  . . .
■ . - . . . . . .  . . . .

-f-人人

k 除 
耕屯厚

V 、 ' '  ' ■ ' .  

キ• A  A 人 
) } 力 h

1 梅t  
II -'U 卓..埤

卒牛人人人 
力力力 

馬代̂ 中 
搔除耕 

糾耕枣览機

十手人人人 
力力力

搭除1跨 
耕妒丨け;>;栊

ー汽妈害虫估除

觔牛人人除 
力 jj力 
耕. ! C  中， 
U 除耕 
桟耕や擴剂

半 代
明治〜
火il:.3顿

•.， . . .  . . . パ - . 

• ..丨 . ■ 

火] t  4 〜1 3 屮顷
大正1 4 ~  

和1 4 年明

和1 5 マ

2 8 年顷*

昭和2 9 ベ 

. %  <v.

诅所藤森乎右衛門氏の資料による。

〔第9 表〕 水輞播種期及び田植期の変遷の概略

出所藤淼平右衛門氏の資料による。
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〔第 1 0 表〕 海 待 出 探 状 況 （南真芯野)

ヽ \ ^ 落 名  
階

層 \

南 巧 野 明 沢 仲 村 沢 西 択
HK

戸 数 %

■ ^ 3 ._....--.. ― ―: --■ —— -~  ..-. -

3 〜 5 1 1 1 ' ― ,. •； 3 10.3

5 〜 7 2 ... ュ 2 6 20.7

7 〜 10 3 て' : ' 4...: : * ■ 1 : 5 13 45

10 〜 12 ------ -. _ '.2 1 2 5 17

12 〜 15 . :'1_ ........ ‘."~  * * ... 1 2 7

言ト . . . 7 8 4 10 29 100

田 讓

32 ...年.'':. 33 年 3 4 牢

耕 地  
面 積

総耕地に 
対する％

耕 地  
面 積

総耕地に 
対する％ 実面稹

総耕地椏 
対する%

農家一尸当 
り平均面猜

水 一毛田 • 212 町 56.2 212町 56.7 197.4 町 52.8

ニ毛田 3 0.8 5 1.2 15.0 4.2

田 計 215 57.0 217 : 5 8 212.4 57.6 3 反8 畝

普 通 畑 56 14.9 46 12,3 36.0 9.8

桑 " 園 98 26.0 90 24.1 80.0 21.7

畑 果樹園 1 0,2 5 1,3 10.0 2.7

その他 7 1.9 16 4,3 30,0 8.2

針 162 43.0 157 42 156.0 42.4 2 反6 畝

耕地総計 377 100.0 374 100.0 368.4 100.0 6 反4 畝
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な
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こ
の
冬
期
出
稼
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農
外
収
入
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よ
っ
て 
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営

ぞ
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妃
の
め
苒
生
産
が
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.こ
：の
七
反—

.
-く 

;'
/

:町
層
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;
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1
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層
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囊
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；
 

存
続
し
て
き
た
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で
あ
る
。

こ
め
地
域
に
ぉ
げ
る
海
苔
問
屋
べ
：
の
冬
期
出
稼
片 

•
:ょ
る
農
外
収
入
ば
、
.;
と
.く
に
七
反
丨--
'
町
経
営
農
家
：

:
層

に

と‘
？
て
は
、
へ
そ
の
農
家
経
済
の
苒
生
産
.の
上
に 

■'
.
:パ
.お
い
て
相
当
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
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南
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術
着
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ロ
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ぐ
三
入
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し
て
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真
志
野
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表〕 湖 南 地 区 耕 地 状 況

取
.
.と
、
七
反
，_

ー.町
の
耕
^

^
家
で
.は
、
家

計

に

約

ー11 

則

0

万

円

.
の

赤

字

が

で
ハ
る
.こ
と
に
な
り
、
こ
：4
だ
け
が
：| 

^
 

.年：

農
外
収
A ;
に
よ
っ
て
補
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
を

 

一:.■ 

33
と
に
な
る
。

」

.勿
論
、
'こ
：の
®

は

叢

Q
消
費
人
P ，

_

.'

.の
他
に
個

.々の
農
業
経
営
に
お
け
る
水11
:
1率
の
如
何
::
'- 

モ
/

に
上
つ
て
ち
が
っ
て
く
る
。
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〔

第
11
表
}

に
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
湖

南

地

区

に.



〔第 U 表〕 湖南農業協同組合貯金月末残高

2 9 年 3 0 年 3 1 年 3 2 年 3 8 年

i 月 50,244 58,071 71,145 84,360
2 〃 - —— 45,871 56,116 71,032 8B.282
3 it —̂ . 45,407 53,695 69,664 78,719
4 // 48,159 47,265 53,851 69,302 74,935

5 " 44,029 42,810 51,005 69,044 73,950
6 〃 38,990 47,147 55,346 ： 67,601 72,216

7 " 40,301 45,630 56,018 76,197 70,848
8 // 43,428 50,409 57,342 75,354 74,543
9 " 49,019 56,829 65,729 80,396 79,409

10 〃 49,346 52,558 65,107 80,484 79,185
11 ft： 59.817 68,664 . 79,751 95,345 98,011
12 " 58,116 59,844 72,136 83,866 86,963
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翌
年
三
.

"

"

-

P

-月
ま
で
の
四 

1 

2

13

.
,
1
i

力
月
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お
け
る
水
11
1

率
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〇
％
に
徹
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な
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で
あ.り
、〔

第
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に
示
^

た

如
,<
,
:̂:
;

$

野
で
ば
3:
五
：
.西
％(

；
北

真

志

野

で
.%
瓦
九
％
と
な 

ち
て
^.
る
;:
',0上
層
に
如
::
<

:̂
し
龙
於
ゥ
で
水
田
率
が
高
く
な
石
衡
肉
が

：

が
ら
^
 

る
が
、
そ
れ
で
も
、
い
ず
れ
の
階
層
に
お
い
て
も
水
田
率
は
七
〇
％
に
満
た
か 

い
。
経

麗

地

の

水
'1
1
|率
游
六
0

%
|-
達
す
る
：の
は
南
填
志
野
で_
七
反
以
^
 

層

、
北
真
志
野
で
は
芄
反
以
上
層
と^

?
て
..い
る
。
ハ
全
餅
地
面
積
中
で.古
み
る
：
 

ホ
田
率
が
六
〇
％
忆
满
た
な
い
よ
う
な
ご
の
に
お
い

〗

て
農
業
®

を
営
ん
ぃ 

で
ゆ
く
場
合
、
水
⑴
率
の
如
何
は
そ
の
農
業
経
営
の
安
定
性
に
と
っ
て
き
わ
め 

て
重
悪
な
1

_
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

.
け
だ
し
、
米 

は
社
会
馨
要
の
®

性
と
政
府
貿
上®

に
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っ
そ
保
証
さ
れ
て
お
り
、
前' 

述
し
た
よ
う
に
、
こ
こで

の

水
m
反
収
は
き
わ
め
て
高
水
準
に
あ
る
か
ら
で
あ 

る
。
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こ
ろ

で

、

さ

き
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丨
一
町
経
営
で
家
計
に
約
ー0
万
円
の
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が
で 

る
と
い
r

難
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、
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日

率

六-*
%

、

一，
戸
当
り
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均
藝
七
反

「j

畝

と
い
う 

南
真
志
野
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い.て
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計
算
に
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ぞ
り
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ボ
れ
ば
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く
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約
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〇
万
め
家
計
赤
寄
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遵
外
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入
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っ
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祺
さ
机
. 

な
け
れ
ば
な
ら
な.い
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3

こ
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の
た
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問
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出
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あ
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さ
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o
i
n
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に
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収
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あ
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食
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問
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農
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四
：''
s
 
九

八) 

〔

骑

1
5
.饿〕

^

0

-

^

0

0

^

资

8

邈

钭
§

が
、
：五
反
.

層
と
同
様
に
、
，.五—

七
反
層
に
：お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
：
 

.主
雾
働
カ
兼
業
農
家
と
な
？
て
い
る■
 
°:す
な
わ
ち
、
：

J

 i

盥
尸
中
ー
一111

芦
が
主
：
 

霉

働

カ

家

と

な

？て
い
る
：が、：その

5

ち
、.
エ
氣
及
び
店
員
、
べ
農
協 

及
び
i

m

合
勤
務
だ
ど
恒
常
的
な
安
定
的
賃
労
働
者
が
海
苔
の
'出
稼
.に
：お
と
' 

ら
ず
多
く
な 
'ク
て

い

る

。

^

の
こ
'と
は

、

こ
の
五
丨
七
反
層
で
は
農
家
経
済
の 

冉
坐
産
の
た
め
の
主
な
農
外
取
入
源
が
も
は
ゃ
ル
ず
し
も
海
苔
の
出
稼
で
は
な
.： く

な
り

つ

つ

あ.
.る

こ

と
1を

示

す

も

の.と
.み

て

い

い

。
：
こ

れ

は

、

と

り

も

な

お

さ
 

*す
、.へ
上
調
訪.
-̂

中
心
>-
す

る
0:
業

及

び

都

市

の

発

展

に

と

も

な

う

農

外

エ

ム

プ
 

ロ
ィ
メ X

ト

の
增
大
の
結
果
にほ
か

な

ら
な

：
い

が

、

：

こ

の

ょ

う

な現
象
を
上
層 

農

民

はT
最

近
出

稼
が
犬
ぎ
い
割
合
を
占
め
る.ょ
.う

に

な

り

、長
男
も

出

て

.ゆ 

く

ょ

う

に

な

？
た

、
，
し

か

も

季

節

的

で

な

く

年

間

通

し

て

纪

く

傾

向

が

あ

る

」

 

ど

表

現

し

、

農

民

と

し

て

困

る

.こ

と

の
.一
つ
，
と

し

て

あ

げ

て

い

る

。

い

う

ま

で

これを南真凑歎の7 k ^ i _ に適用’して許算子ると,

〔第 1 2 表〕の如ぐ1 戸当り平均耕作面辕？ K  2献?水田率 

61%であるかhi 田の粗収入.，，.v¥176.000(¥40,000X4.4) 

畑 ” ― ..• ”¥  78.400(¥28,000 X 2.8) 

総 計 孕 254,400 

これから家許費¥  307,400と生産費¥  44,960を差引くと 

¥  9 7 ,9 6 0の赤字となる。

反当水田粗収入................¥  40,0001

" 畑 〃 “ … ¥ 厕 00厂とて  |

真志野の農家1 戸当り平均耕作面律は6 反4 畝で，そ6  

内訳は水甶3 反 8畝，畑 2 反:6 畝であるから 

水田粗収入….:.，•• ¥  152,000 ( ¥  40,000X3,8)

姻  〃 ¥  72,800 ( ¥  28,000X2.6)

総計 ¥  224,800 r 

この地方の消費A ロ1 人当りに要する生活費は年間 

¥ 58,0 0 0セ農家1戸当々Q平均消費人口は5;3 人である 

から，平間家計費は農家；1 戸:当り¥  307,40 0 (¥  58,OOOX 

5.3) , これを玉め田明_ 収入緣許と見合せると¥ 82,600 

Q赤字となりr  Mに★ 生産費¥  44,96 0 を計上しなけれ 

ほんをなV、かち，备せて¥ I27ぷ时の赤字となる。
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1)

金
子
温
氏
の
計
算
は
次
の
如
く
 
.で
あ
る
9

農
家
経
済
の
再
生
産.-.
構
造
と
農
民
層
の
分
解

:

:
:
四
>
農
業
経
管
の
集
約
化
と
«

民
層
分
解.の

形

態
..

へ：
最
近
^

#
転
換
が
最
も
著1>
い
北
真
志
野
の
辻
集
落
を
：と

？
て
階
層
別
：に
水 

.:

田

錄

の

搽

営

内

容

を

：示

せ

ば

ー

黛

16
表〕

-'
:
の
.如
く
で
あ
る
。
：
七
反

—

1
町
層 

,
に
お
い
：て
特
篇
な
こ
と
は
、
：養

囊

家.の

掃

立

卵

量

が

」

一
尸
当
り
ニ
一
一
，
五 

.
i
グ

ラ
.人
...'.
で

、:五
—

七
^ .
層

ょ

り4-
4

な

レ

の

に.
#し

\
.
.
菊

そ

の

他

の

花

户

栽

ち
 

ひ
状
況
を
.み
^

と
、
垒
嚴
家
が
導
ス
し
て
お
り
、
.し
か
もi

,

戸
当
り
栽
培
面
積 

は
穴
0

坪
で
五—

七
反
層
と
.ば
格
段
の
差
を
づ'け
て
お
0;
一
I1
I
T
I 一
5
 

，'よ
り
.も
多
く
な
つ.て
い
る
。.
そ
し
て
そ
の
導
入
の
時
扣
か«p
:

み
て
も
、
' 五
反
以
. 

;上
層
の
ぅ
ち
.で
は
最
も
早
く
七
反

——

一
町
圈
’に
入
つ
て
お
り
、
現
在
、
全
農
家 

に
導
入
さ
れ
て'い
る
の
は
.こ
'の
層
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ.ゆ
、
田」

K -
S ?
了
三 

:

〇
万
円
以
上
も
す
を
高
地
価
の
も
と
で
、

U

の
'七
反
I
 i

町

層

が

専

_

家

と 

し
て
や
つ
.
.て
承
く
た
■め
：に
ば
、.,
労
_
集
約
的
な
換
金
作
物
を
導
入
す
る
こ
と
に 

-::

:
よ
、.つ
.て
農
業
収
入
を
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
に
.ほ
.か
な
ら
な
い
。

'

ン
：
:'
;

:

#

^1 ;
'
地
域
に
ぉ
：い
：て
ば
、
：：冰
稲
以
外
の
主
な
農
業
収
入
源
は
養
蚕
に
置 

，̂
•
■
か
れ
へ
墓
蚕
贽
&

ン

と

い

ね

れ

た

大

^

^

^

久
と
く
に
ー
八
年
以
降
ソ
バ
に 

:園
の
小
作
料
が#

於
水
田
小
作
料
ょ
り
も
高
か
つ
た
ほ
ど
で
：

.あ

？
た
。
第
ニ
次
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.一.一.五

.C

五
九
九
：
} 

' 

\

も
な
く
、
上
層
農
民
に
と
っ
て
、
:'
こ
：の
こ
.と
は
農
業
旦
屆
労
働
力
の
抵
底
と
日.
恒
常
的
賃
労
働
者
化
に
ょ
る
第

a

 

ー
曼
銀
の
上
昇
重1
|來
す
る
か
^.
に
ほ
か
な
ら
^ ;
い
。
..
::
;

:
:
: 

.

.
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:v. 

:
v
'

':
ベ
へ.:
;
:
:
'：,
:
.
'な

ら

，
て

き

て

：
い

^

:
と
れ
に
対
し
、
七

-
:
:し
た
が
マ
て
、.
.こ
.こ
'で
’の
農
家
¥

翬
た
る
五
1

^

1
町

層

と

い

？
て

も

、
ハ

:.
.
^
^ ̂

.
計
っ
て
專
業
農
家
と1,
:て
安
定
し
ょ
ケ
と
す
る
姿
が
強
沁
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と 

そ
の
ぅ
ち
の
下
層
と
土
層
と
で
は
 

> 
農
家
経
済
の
苒
生
塵
造.が
.か
な
り
変
化
.

‘

：
い
-
て
：い
.い
:<
>

わ
れ
.わ
九
は
そ
れ
を
労
働|

|

^
換

金

^

^

入

に

対

す

る

七
 

し
つ
つ
あ
る
ど
い
ぅ
べ
き
ヤ
あ
る
。
七

反

で

は

、

.
’い
：ま
述
べ.一
た
如
く、
’ 

：
. ，

.■反

一「

町
層
の
敏
感
性
祀5'
:

が
が
ぅ
と
と
が
で
き
る。
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裔
酹
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涵
辩
^
囀

雜
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涔
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31
輯
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淑
縛
卜
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、载

。
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赂
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2
奸
芻
霖
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#

#

.す
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n

H

nan
Q
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涑

透
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肋
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eH
n
fv
wn.
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o
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^
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p
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A
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0

:

に
な
る
。
養
蚕
と
比
較
する
と
と
れ
が
如
何
に
有
利
で
あ
る
が
が
わ
か
る
。
掃.
 

立
卵
量
一
グ
ラ
ム
で一
貫
目
の
_

が
と

れ

る

ど
し
.̂
®

通
.は
.そ

ん
な
に
：
と
れ 

だ
い
>
、

一
反
步
の
桑
调
で
の
掃
立
量
は
：：せ
い
ぜ
い

 

一：
 

ー0:
グ
ラ

ム

で
奮
か
ら
、

.

ー
.
〇

〇

坪

で

ば

約

七

尤

ー
フ
人
、す
な

わ

ち
七
賞
自
の
脑

が
と

れ

る

こ

と

に

な

る

\ 

が
、
繭

躍
it
!

、
：値
上
り
し
た
三
四
年
で

%'
:

ク
貫
当
戈
：
1
:、

七
〇0 :

円

(

コ1
 

年
は
.

1
、

五
0

0

@

:で
あ
る
が
：ら
、
：
.

1

0〇
坪
の
桑
園
で
養
一
馨
0-

た
場
合
. 

に

は
約 
一
ニ
、
〇
〇
〇
円
に
し

か

な

ら

な

いb
:
菊

の

駿

入

と

比

較

じ

：て
：名
え

'
:

:
.
'
:農
家
経
済
の
：再
生
産1#
造
^

!
民

層

の

分

解
•

^

タ

に

し

か

な

ら

な

い

ぎ

れ

に

ひ

き

か

ぇ

ゝ

菊

め

栽

培

に

ょ

る

収

入

は

粗

取

入

、
 

で
1

す

れ

ば

養

蚕

収

入0
八

倍

以

上

に

な

り::
>

1

:

1

0

0
坪

は

反

取

五

蒞
 

办

七

永

因

ー

反

尜

に

相

当

す

る

農

業

収

入

を

ぁ

げ

る

こ

ふ

に

な

る

の

で

ぁ

る

， 

専

業

農

家

と

し

て

成

立

し

て

ゆ

く

た

め

に

は

.、
：
：耕

地

が

不

足

し

が

ち

な

 

一
In
r

ま
 

満

経

篇

に

お

い

て

は

、

家

族

労

働

力

の

完

全

燃

焼

と

農

業

収

入

.の

増

大

.の

た

'め
.に
好
#;
合
：と
如
え
ょ
ぅ
。
専
業
農
家
を
志
向
す
る
七
反
丨

1
町
層
に
比
較
的 

早
条
栽
培
が
導
入
さ
れ
た
の

.も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
ぅ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

■
，
ニ
 
七

：

(

4ハ
，0
|

)

U

六

.:(

六
0

〇)

S

1
6

 

B

隙 

'卿
‘
/
习

嗡

o
.

曝

si
潘

(

拎
域
拼
喷
泮
瑰
职〕

0 

碧
3
樂
微
藤
_

0(
〕

3
4

 

翁
^
樹 
A

r

f

c

0

o
^
邻

大
戦
後
も
、'
昭
和
三
一〜

ニ
年
頃
ま
で
は
、
..農
産
物
販
売
額
中
表
相
当
高
い 

.

割
合
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
製
糸
産
業
の
：斜
陽
化
が
決
定
的
：と
み
ら
れ
：
 

る
に
及
ん
で
_

1

が
大
幅
に
®

落
し
た
た
め
に
、
昭
和
三
 
ー
ー
ー
¥

を

境
と

し

て
 

養
蚕
に
ょ
る
農
業
収
入
は
急
激
に
減
少
し
、
そ
れ
ま
で
は
、
•農
産
物
販
売
額
中 

約
四
〇
％
を
占
め
て
い
た%
:の
が
、
そ
の
1

T

に
近
い
水
準
ま
で
低
下
し
て
い 

る
。
そ
こ
で 
ー，ー0

年
に
は
養
^ '
が
ら
菊
な
ど
め̂

^
栽
培
6

ひ
箸
し
い
経
営
転 

換
と

し

て
あ
ら
；わ
れ
て
き
た
ひ
：で
あ
る
。
湖
南
地
区
農
業
に
'お
け
る
養
蚕
の
地. 

位
及

び

そ

の

戦

後

の

議

は

〔

第
17

表〕

か
ら
明
白
に
看
取
さ
れ
ぅ
る
が
、
：最.
 

近
に
ぉ
け
る
養
蚕
の
衰
微
は
、
前

掲

〔

第
11
表〕

:'
'
の
如
く
、
年
々
桑
園
面
積
が.
'

減
少
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
養
蚕
に
か
わ
っ
て
、
菊
、 

力
.：！

不—

シ
：
.ョ
ン
、

セ
ロ.リ
ー
な
ど
労
働
集
約
的
な
換
金
作
物
及
び
.、
' 洋
梨
、 

葡

葡

な

ど

の

.果

樹

が

枱

頭

し

て

き
.て

い

る

。山
間
部
で
は
養
蚕
に
対
し
て
と
く 

に
酷

農
、
養
豚
、
養
鶏
が.こ
れ
に
か
わ
り
つ
ー
つ
あ
る

(

' s
ls
表〕

参
照)

0 

-:
:.
と
ま
れ
、
真
志
野
に
つ
い
て
い
ぅ
か
ぎ
り
、
昭
和
三
四
年
に
な
っ
て
菊
の
栽 

培
が
急
激
：に
増
加
し
た
こ
と
が

E
T

に
つ
く
。：
菊
の
粗取
入
は
坪
当
り 

一
、

0

0
 

〇
円
と
.い
わ
れ
て
お
り
、
経
費
を
差
引
い
た
収
益
が
六
五
〇

〜

七
〇
〇
円
に
な 

.る
と
い
ぅ
か
ら
、

一
〇
〇
坪
栽
培
す
れ
ば
、
ff
i

JK
入

で
-*0

万
、
純

取
入
で
六 

.五
、
0

0

0〜
七
0

、
0

〇
〇
円
の
現
金
収
入
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
勘
定



明和32年 昭和33年 増減指数

乳 牛 ‘64頭 70頭 130

役 牛 馬 110 97 88

豚 65 80 123

緬 山 羊 256 256 100

鷄 3,200 4,000 125

第 1 8 表〕 最近の家裔增減状況（湖南:

..ベ
て
、
こ
：の
菊
栽
培
は
極
め
て
労
働
集
約
的
で 

ノ
ば
あ
る
が
、
パ
養
蛋
ど
は
異
な
ス
ズ
夜
間
労
働
. 

へ
が
：全

く

不

用

：の

た

め

.、

.
と

く

に

虫

暴

層

に

歓
 

.
迎
さ
れ
、
若
：い
世
代
が
生
藤
の
担1>
手
に
な ̂

っ
て
い
る
ょ
う
な
農
家
で
は
、
-:
;
'養
蛋
が
：ぢ
菊
：
 

V

へ
：
の

転

換

が
.比
較
的
早
く
行
が
わ
れ
て
い
る
。

家
族
労
働
カ
硌
対
し
て
経
営
面
積
の
比
較
的
. 

:
.大
き
な
経
営
層
で
：
^

労
働
力
.
©
.点
か
叙
い
：

.

っ
て
養
蚕
か
ら
菊
へ

y

の
転
換
は
そ
う
簡
專
に

：： 

:

ば
：で
き
な1.
>
:し

、

^
.
^
':
'
水

田

経

営

に

基

礎

パ 

を
置
い
：て
此
較
的
安
定
じ
た
農
廣
経
営
を
彷

' 

な
い
う.る

；|
'町
以
上
層
に
：お
い
て
は
、
：末
だ 

.

,.

成
果
:の
定
冰
で
な
い
花
并
栽
培
に
と
び
つ
か
ハ 

な
け
れ
ば.な
ら
な
い
必
然
性
が
弱
い
た
め
、
そ
め
：ょ
う
な
農
家
で
は
い
き
お
い 

菊
の
導
入
が
お
く
れ
が
ち
で
：れ
っ
：だ
。
：：
と

"こ
ろ
：が
、
''

山
岳
に.囲
ま
れ
、

と
く
に 

後
に
山
を̂

^

う
と
レ
う
地
勢
か
哎
印
照
時
間
が
短
い
真
虛
野
は
菊
栽
培
れ
技

' 

漂

最

適

地

と

確_

さ
れ
を
に
至
っ
た
今
日
で
比
、
衰
微
レ
つ
；
つ
あ
る
製
糸

■

一. 

業
に
鬼
切
り
：：を
0

げ
、
ー
籤
歆
：に
か
.わ

ふ

も

の

と

し

て

菊

黎

が

農

民
0-
阱
に
本 

格
的
.
.に

と

り

レ. ^

ら
れ
る
X.
A
T
Vに
な
，っ
た€>
-
で
あ
るC.

# .

事
組
合.を
'中
心
と
^ : 

る

動

カ

襲

機

の

菌

利

用

及

沪

上

層

濃

家

の

-

人
的
暮
太
マ
除
草
剤
だ
ど
農

〉 

薬
利
用
の
発
達
が
猶
作
労
働
力
を
節
減
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
経
営
の
大
き
な
農 

家
も
菊
の
：栽
培
に
積
極
的
に
の
り
だ
し
て
き
て
い
る

0，
経

営
o '

大

き

な

農

家

で.

:

は
、
：：今

震

業

収

入
^

犬̂

せ

：
し
：
め
る
た

.め
：
の
主
な
方
向
を
菊
の
：栽
培
面
積
の 

拡
大
に
求
め
て
、い
る
も
の
が
多
い
。

4

;̂
の
方
尚
は
、
水
田
稲̂

i

営
に
重
点
を
置<
.
ー'.
.:
町
以
土
の
：上
層
農
家
で 

も
、
締
作
は
秋
で
な
く
て
は
現
金
が
入
ら
ず
、
米
の
予
約
金
は
秋
に
な
る
前
に 

使
-?
て
3

ま
欠
の
で
、
3:
«=
:

ろ
養
蚕
0
か
：わ
り
に
瑰
金
に
な
る
：
^

を
、
と
い 

つ
た
：
馨

が

ら
%'
必

至

：
で

が

る
。：：：

し

た

が'-
?
て
、
菊
栽
培
も'
も
は
や
七
反
J
 

—
町
農
家
に
^

ぎ
ら
ず
漸
次
上
層
農
家
に
渗
透
し
弋
競
—

化
の
方
向
に
む
か 

.い
_つ
つ
あ
る
''
<
>
>
.
-

■
.
こ
：の

ょ
.'
'
5な
情
勢
の
；も
と
に
农
い
て
は
：、
:
'
:ー
町
1

層
は
専
業
農
家
と
し
て 

は
や
は
り
不
安
定
な
農
家
た
る
と
と
を
免
れ
え
な
い
。
菊
の
販
売
市
場
が
：確
保 

さ
れ 
>
;
—

が
.あ
る
程
度
1

的
で
あ
れ
ば
、.1

坪
当
り
--
、
〇
〇
〇
鬥
の
粗
：
 

耽
入
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で’あ
る
：か
^

--
町
0

経

営

で̂;
充

分

專

業

農

家

と

し
 

て
成
立
し
う
る
で
あ
ろ
う
が.、
販
売
市
場
は
必
ず
し
も.確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、 

東
京
、.大
阪
方
面
へ'
の
個
人
出
荷
を̂

^
が
ー
括
じ
で
輸
送
し
、
、
個
人
宛
に
伝 

票
が
切
ら
九
、.そ
れ
を
i

CD
-
#
®
:が
代
行
し
て
集
金
：す
る
と
い
つ
た
市
場
の 

状

祝

で

あ

り

ノ

麗

は’
本
式〜

ー
五
円
と
い
う
極
め
弋
変
動
赛
の
高
い
不
安 

矩
な
も
の
：で
あ
る.(

先
：き
.の
：計
箅
は
一
本1

0

円
4

い
う
訃
箅
に
基
づ
く

)

。
更 

g
競
争
の
^

^
は
■

を
押
し
下
げ
る
も
の
と
し
，て
作
用
す
る
.で
：
あ

ろ

う
0
: 

'

そ
れ
故
に
、

〉

菊

の

寒

を

：

F

戸
で
：ニ
反
も
三
反
も
や
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な 

い
。
：現
莊
、•
#
く
栽
培
し
て
.い
る
農
家
で
：ー
〇0
坪
前
後
で
あ
り
、
最

高I

五 

〇
坪
が
せ
'い

ぜ

い

で

あ

る

。
，
こ

れ

は

、

補

の

栽

培

が

極

め

て

労

働

集

：
^

で

あ 

り
、:'
人
手
が
多
く
な
け
れ
ば
屯
き
な.ぃ
と
ぃ
ぅ
条
件
に
も
ょ
る
が
、
基
木
的
に

は
菊
栽
培
の
経
済
的
条
件
が
安
矩
的
で
な

.ぐ
、
多
-<
栽
培
す
る
こ
と
は
冒
険
を

.

農
家
と
し
て
最
も
変
動
の
多
い
層
で
あ
り
、
こ
の
：地
械
で
の
現
段
階
に
お
け
る 

意
味
す
る
か̂：
:に
ほ
か
な
ら
なi°
し
た
が
っ
て’
菊
の
栽
培̂
よ
：
？
て
專_

:

農
民
層
分
解
の
現
実
的
な
基
軸
と
：な
マ
て
い
る
七
と
を
示
す
も
の
と
み
る
こ
と 

'

農
家
と
し
て
農
業
経
営
を
安
定
せ
し
め
を
こ
と
：は
で
き
ず
、
む
し
ろ
逆
に
、
：
菊

.

於
で
き
る。
.つ
ま
り
、
こ
の
五
反
I j

町
層
は
、
：
家
族
架
情
の

.

1

寸
し
た
変
化 

:

の
栽
培
面
積
拡
大
に
よ
づ
て
農
業
収
入
の

.榍
大
を
計
る
た
め
に
は
、
：

1

定

の

永•

.:
:
と
農
外
へ
エ
<
プ
^̂
^

5

率
を
も
っ
た
安
矩
的
農
業
経
営
が
前
提
と
さ
れ
る
と
い
っ
，：た
状
態
に
あ
る
と

)

■

旮
性
格
が
あ
り
广‘ま

だ

免

れ

奶

け

に

、
，
他

方

そ

.
の

不

安

定

性

か

ら

土

地

拡

大

に
 

'
い
っ
て
：い
い
，

：

;■
■
■.
-■
..
■

■■
,

よ
る
農
業
^

^

定
化
o
要
請
が
強
い
.と
.い
う
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら 

:

そ
れ
故
に
、
こ
こ
で
は
、
：菊
な
ど
の
花
^

栽
培
が
，

一
町1

響

層

が
#

.

:な
い
。〔

第
2 0

8

と
：〔

第
21
齡〕

.

.は

、

昭
和
ー
ー
：
ー

ー

年

及

び

三

1
.
1塞

の

農

她 

;震
家
と
し
ー
て
成
立
し
う
る
た
め
の
：ー
.方
时
を
示
し
て
い
る
か
め
よ
う
に
み
え
1
.--
.
:
:移
動
の
事
由
別
件
数
の_

讓

で

あ

，る
が、
^̂ 

. 

.
る
が
、
実
は
、
戦
後
資
本
主
義
の
農
村
ぺ
の
急
激
な
滲
透
：に
よ
る
濃
民
層
の
下

，

..
-:

い
て
三
一
年
と
三a:l

年
と
を
比
較
す
る
と
、
三1

年
に
 ̂

:
向
分
解
に
対
す
る.農
民
的
対
宓
形
態
の•一
つ
に
す
ぎ
ず
、
菊
親
培
な.ど

に

よ

る

.た
め」

と
い
う
.の
が
七
四
件
.で
最
も
多
か
っ
た-C0
に
，対
し
て
、
.一
一一一
一
年
度
に
は 

経
営
の
集
約
化
ば
決
し
て
、
五
反

—

一
町
層
の
不
安
定
的
農
家
集
中
層
を, #
業

'

,;
;

.

「

手
不
足
の
た
め」

と
レ
0

の
政
六
三
件
で
最
高
と
な
づ
て
い
る
。
こ
れ
は
"
農 

農
家
と
..し
て
安
宠
的
た
ら
し.め
る
も
の
と
み
る
：こ..と
は
で
き
；な

い
.0. 

地

が

単

に

貧

困

化

に

，
よ

^
脱

復

民

に

よ
.：
っ
て.の
：み
手
ば
な
さ
れ
る
も
の
で
な 

五
反—

.
一
町
層
が
.農
外
べ
の
賃
労
働
表
化.か

専

震

家

化

の

決

着

を

迫

ら

れ

く

、
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
農
外
エ
ム
プ

，
ロ

ィ
メ
ン
ト
の
増
大
に
伴
う
家
族
労 

て
い
：1
極
め
て
不
安
定
な_
.で
あ
る
こ
と
は
、
戦
後
、
上

課

訪

(

並
び
に
下
^

パ
働
力
の
農
業
外
へ
の
流
出
に
よ
っ
て
も
経
営
が
縮
小
さ
れ
る
傾
向
が
多
分
に
で 

訪)

を
中
心
と
す
身
外
エ
ム
：
.プ
1
1ィ
メ
^

ト
の
_

大
に
よ
っ
て
年
々
晩
農
業
ノ:

て
き
た
W
Jと
を
示
す
も
の
と
み
て
い
い
で;f
e

ろ
5

。
家
族
労
働
力
が
、
よ
り
有 

化
し
つ
：つ
あ
る
課
訪
市
の
農
業
に
つ
い
.■て

--
般
.的
に
い
い
う
る
こ
と
 

'で

あ

る

利

な

.、
た
と
え
ば
エ
繁
労
働
カ
と
し
て
滿
出
し
て
し
ま
う
が
故
に
手
不
足
と
な 

が
、
そ
の
こ
と
は
最
近
数
年
に
お
け
る
農
地
移
動
状
況
.の

ち

：
ち

に

も

う

か

"か

わ

-;

っ
て
経
営
を
縮
小
す
る
、

と
い
う
形
で
の
搬
濃
業
化
も
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
の 

れ
る
。，
：
;

''
:

;

'.
-
.
.
^
1
0 

.

!

> 

s

i

,

兼
業
資
金
鏤
得
の
た
め
に
土
地
を
手
放
す
の
が
.

昭
和
三
〇
、
三I
、

■
三1.

ー

蛋

に

つ

い

て

、
ー
農

_

法
第
三
条
に
よ
る
農
地
移.

.
多

ハ
-
ど
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
脱
農
民
化
が
、

「

こ
こ
で
は
主
と
し
て 

;
動
の
辕
面
積
成
狭
別
当
奮
件
数
を
示
せ
ば
：

〔

第
19
表〕

の
如
く
で
4

る
。
：
'

1

自
作
地
の
所
有
権
囊
を
み'が
と
ぃ
.五
矿
|

ー
 

町
層
に
お
い
て
は
、：
譲

渡

件

数

へ..
' 

'以
上
：は
著
訪
市
の
農
業
に
つ
い
て
全
般
佛
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
真
志 

も
譲
受
件
数
も
他.の
階
禱
に
比
較
し
て
著
し
ぐ
多
い
。
■■
•こ

れ

は

、

こ

の

^

®

が

.'

野

：
：に
.お
け
る
農
家
集
中
層.た
る
五
反
丨
ー
町
層
も
、
こ
.の
よ
う
な
総
じ
て
全
般

■

 

▲

證

瘠

の

抨

生

産
#

造

し

農

民

肩

の

分

解.

ニ
ー
九(

六
0

ー3
.



.... ■■ " ... ■.
■ . - , . ' •

部 ：D> ；

' ...,.... . . . '

■
賃
借
權
移
転
丨

■ 
’ 

' 
’ - ' 

賃
借
権
設
定

'

所
有

權
變

転
. 

C小
作
地
取
得

)

所
棚

移
転

 

(
自
作
地
取
得
)丨

nu M

::浮 m 裔 ノ扭 M - m S 田 香 扭：連 n a 摔

M<o へ 1 M
1 丨 1 ! 1 1

i営
農
資

: 

金
充
考

M

薄

>•

碚

仏 COCJO 1 I 1 丨 は
M

は

t> ： Hf 
凍 部  
账 埯

to<T> CO 1 1 to to CO ベ 00

蹲
m m  m
▽ K 埯

toOl CO a>

■. •..'.ユ.

1 1 1 1 仏 <o K
M T  1
ソ雜蹲

1

Ol

1 ::ン丨::.... 1 I- 丨 1 1 丨 1 丨
讀
け)4

C£) 1 1 1 丨 各 Q1
_ 减 
_ 商

CO
o\ 00 CO ...私.. Ol 1 a> o>

的 ,

s CO ; ベ 1 -I:: I 1 1 1 CO ベ
卜皆说

CO 
00 . JS to CO 1 o\ M

■. 

00 は

i ... i
吉 0 か

tocn
CO

s
茜 Ol M . . o> 故

to
CO §

:部 .

w Ol
o\ Ol o> rfv :ぢ:::. a. ; I

ai 诗 献  
溺 瞵

m

冲

H

H

蹄

W:

co

• \
CO v

' :  Ol 名 . . 1 I 1
CO

お は ；r
浓 談  
翁 碑

丨 co 1 1 :」 .::: ! I i 1 CO.
H
.菊 3

o> to 一 ::1 1 ド 1 :丨 M

;r . 

CO
皆 W  
球 狒

oo : : ( _ cn 1 ド 1 CO 1 J-1 to to
f 冷 
S 领

H1o CO ベ I 1 丨: 1 I 1 CO 十 け )^

1 1 1 I 1 1 1 i 仏 盡0  /V

toOlto § S; OX V は 怒 尨 o, 浮

〔

鲥
：2
0
锵〕

3
1

啦

渖

癖

薛(
3
斯

> 

磷
智
0

_

»連
#

錄
浣
畨
m

(
3
2
.
1
.
1

猙
0

0 

B

l

i

s

^

 

^

l

i

.

i

l

^
 

w

or

農
家
経
済
め
！

t

生
座
權
造
と
農
民
層
の
分
解..

<
六
.
0五)

^
lli
v
v
'
^
£.
*
'!;
'
^
>
.
¥
A
\̂.、
h
-
i
,

球

使
闬

貸
借

賃
借
糖
移
転

.賃
借
權
設
定

所
械

移
転

 

〔小
作

地
〕

所
有
權
移
転

....〔
.自

...ィ
乍
，地

〕

M  /I

w t
y / #  r m

/ m l  ^

m
i

>

u

1 | M-

夕

i

?

，譲
受
入 1

譲
受
人

• 
• 

. . ! I
窠
受
人

1 
.

I . , 1 I 1 1 1 丨 丨 r 1
m s

绺

寄

i 1 1 1 1 1 1 1 I < o

C O O l 1 1 ： 1 1
ド

< b 1
滞也訖

C O<j> 1 1 t o M o o c n
■ ： C O

t o
滞街s

•
:::3

::展
:未

満
.

-[：；：
3

:反
:〜

5
反

::.

a >
1 I CO 1 s

CO
0 0

O l
t o 1 CO O l の 1 は め

-•

CO
A

尨
t i I , 1 o , o o c n

CO m s

c n
o o 乱 1 I CO - 0 0

#

. CO 
>-* t o

滞舟岂

g 1 1 O l CO c n o o

渑翁訖

o o a >
a > 1 1 t o CO く CO o o

o CJ1
t o

滞翁s

；
；

5
:反

.〜
::.r

田ァ

S 1 1 t o o , a > CO a >
O l
CO

H *
t o

I CO ぺ . ベ : S
o o o o

t o

滞翁玲

1 , t o 1 o o CO
CO
o o

CO
渑书' o

:
1
町

〜
:

1
町

'5
反

1 1 CO CO l CD t o

滞翁S

a >
c o 1 CO CO 1 c n O I K

O l
CD

滞册每

i c o 1 I 1 t o 1 1 1 M 1 : ，卜: ：. :
m s

:
.

:
1'町 

5
.反

；
：

. 

以
.上

.

h 1 1 1 1 1 1 1 1

t o CO I i 丨 1 1 1 t o H *
渑拼诖

t o

CO g 1 f o > <y>
t o o , 台 は

o
滞舟g

浮
|

I 1 ぶ s S
a >
rfx

滞翁g

§ CD c n

t o

o o

t o
o
o o

商翁訖

.〇
' 

G

s

s

8
 1

9

 

B
 

s

s

.

(

骑3

浙)

a

i

i

R

S

B

^

t

^
 

(33. L
I

 

J
x
s

m

 

s

i

a

l

i

c
 

<
i

v3
-
c

M
f
l
B
H
N
n
H
D
H
n
3
0



的
な
^
!
:分
解
の
方
向
の
中
で
あ
が
き
、
.

そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
経
営
の
集'
 

約
化
，

(

菊
な
ど
.の
花
卉
栽
培
及
び
果
樹
、
畜
産
の
導
入
：

}
.に
よ
っ
.て
専
業
廣
家 

と
し
て
ふ
.み
と
ど
ま
ら
ん
と
し
：て
農
業®
!2

を
農
家
経
済
の
再
生
産
の
基
盤
た 

ら
し
め
よ
う
と
し
て.い
る
の
で
あ
る:.
0

し
か
し
、
.
専
業
農
家
と
し
て
安
定
的
た 

る
た
め
.に
は
、i

九
極
的
に
は
.一

町

以

上

の

経

営

耕

地

を

も

た

ざ

る

を

え

.
な

い

と 

と
は
既
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。
先
き
に
、
南
北
真
志
野
に
つ
い
て
五
反
丨 

:

一
町
層
の
減
少
に
対
し
て
 

一_

町
以
上
層
が
増
大
し
て
き
て
い
る
と
と
を
指
摘
し

,

 

て
お
い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
っ
た
、
.一
：
町

以

上

の

経

営

.で
な
'
. 

け
れ
ば
専
業
農
家
と
し
て
安
定
し
え
な.い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
石
と
い
え
よ 

う
0

但
し
、
:
一
 

町
五
反
を
超
え
る
農
家
が
現
^

一
 

戸

も

存

在

せ

ず

、

以

前

、
に

は 

あ
っ
た
も
の
が
今
なX
介
'っ
て

い

る

と

い

'
う

こ

と

を

み

る

と

、
こ
こ
で
は
農
業 

経
営
が
：

1

町
五
反
以
上
に
め
び
る
条
件
が
な
い
こ
と
を
罾
ま
し
て
い
る
と
い
え 

.

よ
う
。

.

.

.
.

■,
.

叙

1
、

経

営

規

模

.の

拡

大

は

耕

地

面

積

の

撖

大

と

し

て

の

み

現

わ

れ

る

も

の
 

:

.で

は

な

い,

I

町

五

反

以

下

，
.で

は

如

何

に

集

約

化

し

た

ど

て

正

常

な

家

族

労

.— 

働
*:
だ

け
.で

足

り
.る

の

で

あ

り

、
.
事

実

、

雇

傭

労

働

力

に

依

存

し

て

吏

で

経

営
 

1を

拡

大

し

よ

う

と

す

石

動

向

は

ほ

と

.ん

ど

み

ら

れ

な

い

，
の

で

あ

る

。

：
こ

れ

は

エ

： 

業

を

は

じ

め.と

す

る

戦

後

の

農

外

H
.

ム

ブ

.
ロ

イ

メ

ン

ト

の

増

大

に

よ

っ

て

罾

員

蕩

力

を

調

達

す

ふ

か

が

麗

で

ぁ

り

、
、

で

き

が

ぁ

お

ず

、
雇 

傭
労
働
カ
に
多
く
を
依
存
す
る
経
営
は
不
利
で

あ

る

か

ら
にぼ..

か

な

ら

な

い

。

:

し

於
#

'̂
て
'

±

興

す

る

起

層

農

家̂
1>
:

え
^

戈

_
家

族

労

働

カ

を

完

全

燃

焼
.
. 

へ
す
る'に

：充

分

な

農

慕

耕

她

を

も

マ

で

、
：：

；

よ
h

有

利

炎

作

物

を

；

w

:
 一
®

,

.

'
' 

:
:農
家
経
済
の
'再
生
座
榴

早
く
導
入
し
て
、.農
業
収
入
を
増
大
せ
し'め
よ
う
と
す
る
の
が
せ
い
ぜ
いで
、.
 

雇
傭
労
働
力
に
多
く
を
依
存
し
て
ま
で
経
営
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
ほ 

•.
と
.ん
ど
み
ら
れ
だ
い:'
-::
°:

'

.

,
:
i
.の
：よ
う
に
、
上
芬
す
る
濃
家
尨
決'し
て
農
業
経
営
内
部
に
お
い
て
資
本= 

賃
労
働
関
保
を
召
み
だ
す
ほ"ど
め
び
て
は
：い
な
い
の
で
あ
る
ノ
し
た
が
っ
て
、 

こ
こ
.で
の
農
民
層
分
解
の
形
態
は
、
：
五
反
丨

1

町
層
を
現
実
的
な
分
解
基
軸
と 

が
し
、
'：
.I

町
以
上
に
経
営
淹
搲
太
し
て
専
業
農
家
た
る
の
基
盤
を
固
め
る
か
、 

.
農
外
の
賃
労
働
者
と
な
る
か
；、
'：と
•い
っ
.た
形
で
分
解
が
，お
し
す
す
め
ら
れ
て
い 

，る
の
で
あ
る
。
：
だ
か
ら
、
：：
こ
こ
で
の
上
向
分
解
は
、
上
昇
す
る
農
民
が
農
業
資 

本
家
と
な
っ
て
行
く
と
い.っ
た
形
の
も
の
で
は
な
く
、
，し
た
が
っ
て
ま
た
、
下 

尚
分
解
も
農
業
内
部
に
お
げ
る
賃
労
働
者
の
創
出
で
は
な
く
、
農
外
賃
分
働
者 

の
創
出
で
あ?)
'

0
',
'
こ
ぅ

ぃ

っ
：た
一
形
で
の
農i

分
解
の
.う
ち
に
、
現
段
階
に 

お
け
る
真
志
野
集
落
の
農
民
層
分
解
の
基
本
方
商
が
あ
る
と
'い
う
こ
と
が
で
き 

る 
r
 
;

.:
へ
'

'

.

:

■:

.-.

..'
w
:

.

.む
' 

す

:;
'
び

—

-
民̂
層
分
解
の
段
隊
的
意
義
の
相
違
と
.

：

，

'

農
民
層
内
部
の
矛
盾

-
- 

•

.:

:

„

:
上̂
：の
よ5:
:

な
農
民
層
分
解
の
基
本
方
向
は
ぐ
真
志
野
集
落
^
か
ぎ 

ら
れ
た
も
の
で
は
な
か

ろ

う

。

その
あ
う
な
分
解
の
形
態
は
、
少
な
く
と
も
周 

:知
に
：多
ぐ€>
:農
外
：エ
；
.ム
：プ.：.ロ
：ィ
メ
シ
ト
を
提
供
す
る
分
う
な
地
方
エ
業

0 

す
：る
濃
業
地̂

は̂
つ1锻
的
に
み̂

%る
現

象

ど

ぃ

；
ぇ

上

.う
。

そ

し

て
' 
.上

向

■
:
.
'
.ン
：

.
V 

へ'
：.て
：

,

:

.
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分
解
の
う
ち̂

農
議
営
内
部
に
お
：け
る1

=

霉

働

関

係
0;
発
生
が
か
な
.
.: 

り
の
程
変
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
経
営
：の
大
き
な
農
業
地
帶
：に
お

い

て

も

、
多 

:か

黎

な

：か
れ
，

こ
う
い.マ
た
分
解
の
形
態
に
規
定
さ
れ
て
い
る
£

い
.え
な
い
. 

で

あ

ろ

：
う

が

。
：
由

内

ハ

蒲

原

地

方

.0
農
業
に
お
'い

て
-$
ぇ

、4
:い
ぜ
い
五
丄( 

町
庚
以
上
に
は
経
営
が
の
び
え
な
い
と
い
う
こ
と
の
事
実
は
こ
の
と
と
を
示
し

' . 

て
い
る
と
思
わi

る
の
で
あ
る
。
 

'
へ

：'へ
：
：

，:

;:
-
そ
こ
に
、
現
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
形
態
の
歪
.み

が

.あ

る

と

思

う

の
 

で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
、
現
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
は
、
資
本
制
生
産
様

.. 

式
そ
の
も
の
：を
創
出
す
る
古
典
的
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
根
本
的
に

'ぞ
'. 

.
の
意
義
を
異
に
す
る
こ
と
を17K
す
も
.の
■に
ほ
か
な
ら
な
い。
.
.

,

古
典
的
段
階
に
お
け
る
農
民
層
の
分
解
は
資
本
制
生
産
様
式
そ
の
'も
の
を
生 

み
出
す
前
提
で
あ
り
«
錯
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
現
在
の
.よ
う
に
資
本
主
義 

が
高
度
に
発
展
し
、
'

工
業
で
は
巨
大
な
独
占
資
本
が
経
済
を
支
配
し
で
い
る
よ
. 

う
な
段
權
に
お
い
て
は
、
農
民
層
分
解
は
既
に
で
き
上
ら
て
い

る

外
部
の
資
本
：
 

主
義
に
よ
：つ
て
お
し
す
す
め
ら
れ
る
ほ
う
が
大
き
い
の
で
あ
ら
て
、
そ
こ
で
め 

農
民
層
分
解
は.資
本
主
義
を
生.み
出
す
過
程
と
い
う
よ
り
は
、
：既
に
成
立
：し
て 

い
る
農
業
外
の
»
本
主
義
に
よ
つ
て
分
解
が
お
し
す
す
め
ら
れ
る
と
い
う
関
係 

に
あ
る
と
い
う

べ

き
で
あ
る

:0
そ
の
よ
う
な
段
階
で
は
、
農
民
層
分
解
は
先
き 

に
み
た
よ
う
に
農
外
賃
赞
働
者
と
な
る
如
専
業
農
家
と
し
て
ふ
み
と
ど
ま
る
、か

.. 

と
い
う
形
_

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
農
業
内
部
に
資
本

=

食

労

働
. 

関
係
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
家
族
労
働
力
の
補
充
的
性
格 

を
多
分
：に
持
？
た
リ
リ
プ
テ
イ
ア
ン
.
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
'.
'

.
三

四

(

六
0

八)

(

の
で
あ
る
0
規

霞

^'
お
け
る
農
民
層
汾
解
の
形
態
の
歪
み
と
い
う
こ
と
の
意 

味
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
：こ
.

と
を
忘
れ
て
、
農
民
層
分
解
を■い
つ
で
i

業
.に
お
け
る
資
本=

賃 

労
働
関
係
の
創
出
と
し
て
の
み
つ
か
も
う
と
す
る
と
き
、
公
式
的
な
両
極
分
解 

論
が
展
開
ざ
.れ
る
こ
と
と
女
る.0
現
段
階
に
お
い
て%•
、
た
し
か
に
そ
の
よ
う 

な
型
通
り
の
両
極
分
靈
删
が
あ
る
程
度
妥
当
す
る
よ
う
な
農
業
地
帶
が
あ
る
こ 

と
は
事
実
で
あ
る
。u
f
eが
.づ
へ
て
、
両
極
分
解
の
論
証
の
た
め
に
好
ん
で
そ
の 

■
よ
う
な
農
業
地
帯
の
分
解
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う 

な
論
証
の
仕
方
で
あ
る
か
ぎ
り
、
農
業
内
部
に
お
け
る
資
本
賃
労
働
関
係
が 

.基
本
的
に
成
立
し
て
い
な
い
農
村
に
お
け
る
農
民
層
内
部
の
矛
盾
を
剔
抉
す
る 

'■
'
.こ
と
は
；で
き
な
い
。{い
：わ

ゆ

る
-1
両
極
分
解
論」

の
立
場
.に
立
つ
人
々
が
：

「

中 

農
肥
大
化
論」

：を
論
難
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
宠
分
に
克
服
し
え
な
い
の
は
こ
，
 

の
点
に
.あ

っ

た

：の
：
で

あ

る

。
、

，

■

:

■■

,

現
段
階
に
お
け
る
農
民,1
分
解
の
形
態
を「

中
農
標
|

^」

乃

至
—I
中
農
肥 

大
化」

.と
し
て
把
む
考
え
衣.
そ
し
.て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
流 

通
過
程
を
通
じ
て
の
独
占
資
本
対
農
民
一
般
と
い
う
矛
盾
：

=

対
立
の
と
ら
え
方 

の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
はV
.農
P

部
に
：お
け
る
資
本

=

賃
労
働
関
係
の 

う
ち
に
の
み
で
な
く
、
そ
う
.い
っ
た
関
係
が
み
ら
れ
な
い
農
村
に
お
け
る
農
民 

層
内
部
の
矛
盾=

対
立
©.
存
在
、が
剔
抉
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
いの
で
あ
る

。
.

.

土
地
の
賢
貸
傲
関
係
や
農
業
内
部
に
資
本

=

賃
労
働
関
係
が
存
在
し
な
け
れ 

ば
ク
農
呙
_

内
部
に
矛
盾
=
対
立
が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

'土
地
の
賃
貸
借
関
係
が
極
め
て
わ
ず
か
と
：な
り
、
ノ
農
業
に
お
け
る
資
本
=
賃

経営\ 香 
階層 \

賛
成
派

対
派

.無
所 .
M

計

非 學 家 . 1 20 19 40芦
3 反未満 4 .51 12 67
3 〜 5 ..反 11 v 13 — 24
5 〜 7 4 ； 20 —— 24
7 〜 10 ’ 17 19 2 38

10~ 12 3 6 1 10
12 〜 15 . 3 1 2 6

計 43 130 36 209

第 2 2 表〕 階層刿鹫否分布块说

5月現在の在住世帯名簿 
調査の結果を集許したV

i

農
家
の
大
多 

数
が
反
対
し
て
い

る

と

と

に

よ

つ

て
 

..明
ら
か
な
よ
ぅ

. 

に
、
こ
の
対
立
は
、 

総
じ
て
上
層
専
業 

年
m 

.
農

家

と

非

農

家

及
 

が

,

び
下
層
兼
業
農
家 

昭

- i
'-
:
-の
対
立
と
み
る
こ.

に

i主

と
が
で
き
る
。
上

層
専
業
農
家
は
、
自
分
達.に

最

も

多

く

の

を
.%
た
ら
す
農
道
、—
水
路
エ
. 

.

を
区
有
紳
财
産
収
入
に
；
.よ
.
.っ：.て
ま
か
.:̂
い
、.
あ
ま
.つ
さ
.え共同体的規

. 

制
に
よ
.？
て
、
.ほ
>:
ん
ど
そ
の
恩
虜
に
浴
さ
な
い
、
ま
た
：は
極
め
て
浴
す
る
こ 

と
の
少
な
い
非
農
家
及
び
下
層
兼
業
農
家
.に

そ

の

た

め

：
の
；無

償

労

働

力

の

提

供
 

を
な
さ
し
め
よ
ぅ
と
し̂:
の
で
あ
る
か
ら
非
農
家
及
び
下
層
兼
業
農
家
が
反
対 

'b
た
.こ
と
ば
け
だ
し
当■

で
あ
.っ
た
。
そ
し
て
か
な
り
の
屈
折
を
链
て
、
M
.学
 

:

は
反
対
派
の
勝
利
に
帰
し
、
そ
れ
ま
で
五
、
0

0
〇
町
歩
の
大
共
有
林
の
地
宂 

.
村
の
ヒ
.つ>:
u

て

、

山
総
代
を
中
心と
し
.て
ま
ど
め
ら
れ
て
.き
た
南
真
志
野
の 

.古
い
ぺ.
-—
?
共
同
体j:..

的
キ
'

K
.

ナ
：が
断
ち
.切
ら
れ
る
.，..
こ

と

..，

JJ.

な
づ
'
.た
，'の
..で
.あ
.
.っ
た
.。 

反
嚼
派
处
请
カ
な
指
導
者
の
な
か
に
は
^
町
歩
以
上
経
営
の
上
層
専
業
農
民
も 

幾
人
か
ふ
<,
す
九
、
事
実
上
、
反
対
蓮
動
は
彼
ら
の
指
揮
す
る
.と
こ
：ろ
大
で
は. 

あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
ぅ
な
古
い「

山
ボ
ス
ヒ.；の
支
配
が
切
り
崩
さ
れ
て
行
ら
：た

■ 

兰

五
'
.

(

六
0
九
> 

.

労
働
関
係
が
，ほ
と
ん
ど
な
い
南
真
志
野
に

.
お
い
て
、
農
民
層
内
部
の
矛
旨
卩
対 

立
は
次
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ン

'

'
:
昭
和
ニ
八
年
以
来
、
：農
道
、
'
用
水
路
：の
敷
設
，
拡
宠>

修

理

を

め

ぐ

マ

て

の
 

E

s

s

f

c

.

o

u

.

て

、

そ

の

割

当

方

及

び

共

有

称

財

産

収

人

の

利

用

の

仕

方
 

に

つ

い

て

、

農

民

が

ニ

派

.に

分

が

れ

て

鋭

く

対

立

^
# -

し

、

そ

の

結̂
、

長
い
. 

間
、
い
わ
ゆ
る「

山
、ボ
ス」

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
部
落
共
有
秫
財
産
の 

利
用
方
法
、
馨

行

政
|

大
き
な
改
革
が
行
な
ゎ
れ
、
昭
和
三
三
年
末
、
新
し 

く

-.
南
真
志
野
区
民
規
約

」

が
起
草
さ
れ
、
三
四
年
四
月
か
ら

適
®
：:

さ
れ
る
よ
■

う
に
な
っ
.た
。
：

こ
の
よ
う
に
驚
し
た
こ.の
対
弈•

杭
命
は
、
：
農
道
の
拡
張
、
：用
水
路
用
河 

川
0.
修
理
に
際
し
ズ
共
有
林
財
産
取
ス
を
も
っ
て
こ
の
費
_

に
当
て
、
区
に

^
. 

住
す
る
も
：の
は
裏
家
、
非
農
家
た
る
を
間
わ
ず
、
M .
営
耕
地
の
大
小
、
：そ
の
農 

道
.
-用
水
路
の
别
用
度
：の
大
小
を
間
わ
ず
、
_
区
.の
仕
事
で
あ
る
が
：ら
ひ
と
し
く 

こ
れ
に
無
償
の
労
働
力I

当
地
.で
'は

こ
れ
を

デ

バ

ラ

ィ

と

呼

ん
e

い
るー

^

 

を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
際
婦
女
子
•の
労
働
は
こ
れ
を
認
め
な
い
、
と
：い

：，
 

っ
た
案
が
南
真
志
野
共
有
財
産.の
管
理
.に
た
ず
さ
わ
る
役
員
ボ
ス
に
よ
っ
て
提
. 

案
さ
れ
、
こ
の
，無
償
労
働
に
で
な
い
場
合
は
出
不
足
5

0

0
円〜

四
〇
o

円 

を
^

^
す
る
と
い
う
-:
と
、が
き
め
ら
れ
よ
ゲ
と
し
た
。
こ
れ
を
办
v
>
oて
部
零

邊

は

震

辨

：反
対
服
の

H
:

つ
突
き
く
分
裂
し'た
の
で
あ
る
。
.
具
体
的
に 

賛
成
派
、.反
対
派
を
個

.々の
農
民
に
'つ
い
.て
み
る
ど
.〔

第
22
表〕

の
如
ぐ
、
.

 ̂.
 

ず
し
も
嘗
的
な
利
害
関
係
に
そ
く
し
て
お
ら
ず
、
派
照
的
ハ
思
想
的
、
血

縁

. 

的

還

な

ど

に
.よ

？
て
そ
の
分
葙
は
粉
飾.さ

れ

て

は

，
け

る

が

、
，
非

農

家

と

七

反

_

' 

.

.

.

'パ
-
.

遵
家
経
済
の
再
生
産
櫛
造

'と
.

農
民
層
の
分
解



.
€>
後

1

0'
^
-
:
-基
礎
過
程
底
_

屢

家

化

が

馨

働

者
=

か̂

ど

：い
う
形
ー
ン 

—

で

の

農1

分

艰

が

牯

找

-

^

^

^

れ

る

沖

允

巧

農

民

層

の

浪

饥

な

下

向

分

::
' 

1?
>i
u

^

_

■

兼

疆

の

籠

馨

妒
1た
が
た
め
^

ぼ

か

众

七

な

於
-.
-
?
_
:
ー 

.0
で
：_

-,
<
>
-->
ま
丨
彳
南
真
志
野&
衡
げ
>
9典
#

^
凌
_

を
そ
の
：̂
^

#

礎̂
.
：
.

-
と
：す

石

古

い

：

-1
餘

体

：一

的

キ
^

ナ
の
初
断
は
プ(

戦
後
急
速
：ぬ
発
展
せ
し
め
ら-'
: 

れ
&

民
罾
分
解
.0 :
所

産

ヤ

ぁ

々

た

の

：
で

'ぁ

る

高

.

.
八

へ

'■

、
:;
?

:,
v
:
.
.
/

:

と
.の

対

立‘
へ
拂
争
の
囊
は
治
に
述
べ
：た
如
く
で
龙
る
が
、
.
し
か
し
、

>

:^
 ̂

決
着
に
よ
：っ
：て
農
民
属
部
の
矛
盾
の
荐
茌
が
解
消
し
紅
わ
け
で
は
な
い
タ
そ
ノ 

れ
は
た
•た
一
時
的
に
表
面
上
影
を
ひ
そ
め
た
の
み
で
あ
り
、
_

こ
と
あ
る
ご 

と
に
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
同
一
派
に
厲
し 

へ
た
農
霞
茸
の
間
に
お
い
て
も
新
し
い
矛
盾
が
：か
も
1>
だ
.さ
れ
て
い
る
。..矛
盾) 

の
発
現
は
そ
の
契
機
と
な
る
辦
柄
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
あ
ら
わ

れ

る
で 

.あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
要
は̂
落
に
.お
け
る
権
力
機
構
に
か
か
わ
石
問
題
^
か
ら 

で
あ
石
。
そ
し
て
そ
れ
は
根
底
的
に
は
農
民
層
分
解
の
形
態

.と
深
度
に
規
定
さ
；
 

れ
て
い
.る
。
. 

.

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
古
典
的
形
態
を
と
ら
な
い
現
段
階 

に
‘お
け
る
農
民
層
分
解
も
、
そ
れ
が.お
し
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
；っ
て
農
民 

層
内
部
の
矛
盾=
対

立

を

醸

成

し

：
て

い

か

と

.い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
'
し
た
が
：
 

.っ

て

、

員

員

罾

門

か

ら

み

た

現

㈣
^

に
お
け
る
主
要
な
矛
盾
が
独
占
資
本
対
#
 

民
.で
あ
る
と
.し
て
も
、.
.，こ
.の
よ
う
に
農
民_
內
部
'に
矛
盾
が
あ̂

か
ぎ
り
、...独
：
 

占
資
本
対
農
民
の
矛
盾
は
現
実
的
に
.は
農
民
層
內
部
の
矛
盾
の
場
に
お
い

て

あ
 

ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
：い
。
け
だ
し
、
本
来
独
占
資
本
対
農
民
の
間
の
利
害
関
係

の
対
立
た
る
べ
き
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
村
の
社
自

^

IS

造
と
権
力
構 

:,:
造
：の
；̂
^
^
^
従
^
て
+ぞ
現

実

的

に

は

農

民

览

対

す

る

^

^

^

^

か
ら
の
収
奪
ハ 

.が
^
層
農
民̂

ダ
ヮ
；
ョ
勘
各
れ
る
技
匕
と
な
る
か

^'
で
転
る0
:そ
れ
故
に、

 ̂

へ
要
於
矛
盾
尨
石
^

^

求
対
農
埒
が
矛
盾
呔
農
民
層
內
部
の
矛
厝
を
媒
介
と
し 

ぢ
ザ
か
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
め
で
が
沙

、)

主

要

な

矛

盾

ぶ

普

業

対

農

：
 

房
で
あ
％
か̂-
_
い
づ
%■
そ

れ

を

直

ち

匕

蜜

議

を

通

じ

て

の

磐

柔

対
農
民
，一
般
の
対
立
に
解
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

1)

こ
こ
で
は

前
に
も

述
べ
た
如
く

大
共
有
林
が
あ
っ
て
、

部
落
間
の
入
会 

レ

：：榷
の(

擁
護
が
.部
落
跖
の
：.経
.済
生
活
の
上
に
重
大
な.窩
義
：を
有
し
て
い
た
こ
と 

.
■:
:
か

ち

、
ノ
こ
；
の
：
共

有

林

の

瞥

理

^

た
ず
さ
和
る
も
の
が
：：部
落
の
支
配
権
を
に
ぎ 

:.
'
,る
：と
：い
'5
権
カ
槨
造
が
伝
銃
的
に
存
在1.
た
。
-.
:;
'

〔

附
記〕

. 

,

.';
'
本
稿
ば
ー
.'
.九
21
九
年
度
土
地
制
度
史
学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
行
な
っ
$

 

货
に
加
筆
し
た
も
の.
'で
あ
る
。
か
お
、■■
真
志
致
の
_

査
は
有
賀
喜
左
衛P1
•
小 

浊
基
之
両
教
授
の
下
に
編
成
さ
れ
，た
調
査
団
に
ょ
？
て
行
，な
わ
れ
、
筆
者
は
、 

中
井
信
彦
、
仲
康
：、
.
高
此
隆
1
1ー、.
高
橋
担
彦
、
黑
崎
八
州
次
良
©
諸
氏
と
と
も 

.に
'こ
，れ
'^
參
加
.し
_た
:°

資 料

.
1

勞

働

カ

率

の

構

造
.

.

- 

.

.

.

.
' 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

.

1

将
来
の
労
働
供
給
量
.

(

労
働
力
人S

を
1

す
る
宇
段
と
し
て
、
生
産 

年
齢
人
口
に
労
働
力
率
を

乗
ず
る
と
：い
5

方
式
が
広
く採
用
：さ
れ
て
いる
。
声

働
力
率5

般

に

あ

る

醫0
人
ロ
総
数
と
、
：そ
の
階
層
に
厲
す
る
就
業
者
ま

.

.

.

.

.

.

.
 

... 

.

.

.

.

.

.

.

.た
は
労
働
力
人
口
.の
比
；
と
し
.
て

定

義

さ

れ

る

量

で

あ

る

か

ら

 

>

:

そ

.の
比
率
が
あ 

る

期

間

一

矩

の

値

を

保

つ

：
か
，

あ

る

：
い
.
は

そ

ひ

変

動

を

藝

さ

れ

る

謹

範

囲
 

内
に
お
い
て
予
測
し
得
る
か
、

'
:
.
の
何
れ
：か
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
：ば
、

C
の
方
式 

■0
理
論
的
意
味
ぢ
：に

^
る
る
で
あ
ろ
ぅ

？
■.
.
,
.V 

.
:
•■
,

.

，

い
ぅ̂

で
も
な
ぐ
こ
：の
労
働
力
率
ま
た
は
"そ

の

変

動

の

規

則

性

を

支

え

て

い

.'

. 

る
も
の
は
労
^

^

^

0 :

箱

冻

に

ほ

か

な

ら

な

：
い
：

°

労
働
ガ
率
は
、
：

- #

家

計
' 

、
の

就

肇.の
.

麓
：： (

: ¥
-

均
め̂

;1
;

忙

讓

ざ

れ'る
べ
き
量
で
あ
る
か

^

、: ;
1

こ
.め 

労
働
率
の®

宠
性
の
確
認
稻
家
評
を
^

^

主

麻
; ^

す
を
!

！
業

序

，

(

ま
た̂

r

 

S

.

W

タ
ー

ム0
労

働

^

^

シ
ヱ
デ
エ
丨
ル
の
導
出
に
ょ
つ
て
達
腺
さ
れ
る
も 

の
.：

A
J
.

考
え
ら
れ
名
。

が
く
し
ザ
各
家
許
の
就
業

_

動
を
説
明
し
}

る
：諸

要

因

.
ノ 

年
齢
別
女
.子
労
働
力
率
の
変
動
要
因

’ 

崎

.

,

'

'
巌

.、
，

の
.

な

さ

れ

だ

と

き

、
、
と

の

ア

グ

リ

ゲ

ー

ト
さ
れ

た
労
働
力
率
の
変
動も 

ま
た
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
ろ

.< 

'-;

:-
':.

 

•

'.
■■
;
,
:
'.:
'
.
::.
/
.■:

.:
: 

:■.

2 

_

力f

ま

：
た

は

各

家

計

：
の

就

$

の
変
動
要
因
に
：つ
い
て
は
、
非
経
済
，
 

的
な
も
の
ー
と
し
て
ハ
⑷
性
、
：年
齢
等
の
生
物
学
的
&

と
、
(P
)

社
会
保
障
、
教 

:

育

制

度

、
：
篇

立

法

、
：
家

族

制

度

等

の

社

会

ぎ

的

圓

が

拳

げ

ら

れ

"

他

方

経
 

.済
学
的
要
因
と
し
て
樣
、
(-
)
就
業
漱
態
お
ょ
び
産
霍
成
の
変
化
、
.
賃
金
変 

動
、
生
活
水
準
の
変
化
等
が
考
え
ら
れ
る
。

わ
れ̂

れ
は
上
記
諸
要
因
を
考
慮
し
っ

^ -

ノ
ハ-
れ

ま

で

に

家

則

^

^

^

主

体

(

と
す
3

行

魯

型

の

肅

ど
1/
.
: ^
^

^

^

漏

の

統

計

的

確

認

を

種

々

試
 

.
み
て
.貪
た
。；？
ぞ
れ
如
の
研
究
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